いわ て 未来 づく り 機 構 
平成 30 年 度 総会 ・ 第 1 回 ラウ ンド テー ブル 


日 時 : 平成 30 年 5 月 21 日 (月) 
総 会 15:00<16:30 
ラウ ンド テー ブル 16:35~<17:40 
会 場 : サン セー ル 盛 岡 


次 第 


1 開会 

2 共同 代表 挨拶 

3 議 
(1) 議案 第 1 号 平成 29 年 度 実績 報告 ( 案 ) に つい て 
(2) 議案 第 2 号 平成 30 年 度 活動 計画 ( 案 ) に つい て 
(3) その他 

4 閉会 


総会 (第 2 部 ) 15:30<16:30 
講演 「 復 興 ・ 観 光 地 域 づ くり と 道路 政策 
て 社会 資本 政策 の 総合 戦略 と イノ ベー ショ ン <」 


いし だ は る お 


講師 日 本 大 学 特 任 教授 ・ 筑 波 大 学名 準 教授 石田 東生 氏 


開会 
ディ スカ ッ シ ョ ン  「 新 た な 社会 基盤 等 を 活用 し た 三陸 地域 の 
産業 振興 や 交流 促進 に つい て 」 


ラウ ンド テー ブル 16:35~17:40 
] 
2 


CO 


閉会 


と う か 
会 員 交 流 会 17:45 こ 19:00 (会 場 : 2F 桐 華 ) 


出席 者 


【 講 師 】 
日 本 大 学 特 任 教授 ㆍ 筑波 大 学 名 蕉 教授 石田 東生 氏 


【 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー】 





氏 名 所 属 ・ 職 名 

















ング 岩手 県 商工 会 議 所 連合 会 長 
谷村 邦久 | 2 と の < く コカ ・ コ ー ラ ボトリング 側 代 表 取 締 役 会 長 




















高橋 真 裕 | (一 社 ) 岩手 経済 同友 会 代表 幹事 、 帆 岩手 銀行 代表 取締 役 会 長 























米谷 春夫 | 大 船渡 商工 会 議 所 副 会 頭 、 山 マイ ヤ 代表 取締 役 社長 






































岩渕 明 | 岩手 大 学長 
수조 厚 人 | 岩手 県 立 大 学長 
達 増 拓也 | 岩手 県 知事 
【 企 画 委員 会 委員 】 
氏 名 所 로 ・ 職 名 














堀江 淳 | 岩手 県 立 大 学 副 学長 (総務 ) ノ 事務 局長 【 企 画 委員 長 】 











三浦 茂樹 | 帆 岩 手 銀行 ? 



































常 
橋本 良隆 | 岩手 県 商工 会 議 所 連合 会 専務 理事 
興 ・ 


菅原 悦子 | 岩手 大 学 理事 (復興 ・ 地 域 創 生 ・ 男 女 共同 参画 担当 ) ノ 副 学長 









































藤田 康幸 | 岩手 県 政策 地域 部 長 





【 作 業 部 会 座長 】 





氏 名 所 属 ・ 職 名 























| 몽구 | 医療 福祉 連携 作業 部 会 座長 岩手 県 立 大 学 社会 福祉 学部 教授 





























滝山 秀樹 | か け 橋 作業 部 会 座長 岩手 県 政策 地域 部 政策 推進 室 調整 監 


























田代 高 章 | (欠席 ) 復興 教育 作業 部 会 座長 岩手 大 学 教育 学部 教授 




















森 達也 | いわ て 復興 未来 塾 作業 部 会 座長 岩手 県 復興 局 副 局長 




















ふる さと いわ て 創造 作業 部 会 座長 岩手 大 学 学長 特別 補佐 

















野寺 純 治 作业 部 会 手 大 学 学 长 4 
小 野手 纯洁 | し ぶる さと いわ て 創造 プロ ジェ クト 推進 コー ディ ネー ター 
佐々 木 淳 | ペー:> 推 進 作業 部 会 座長 岩手 県 理事 靖 科 学 LC 推進 室長 






































菅原 健司 | 新しい 三陸 創造 作業 部 会 座長 岩手 県 政策 地域 部 地域 振興 室 地域 振興 臣 





【 
































庄司 知恵 子 | 子育て 支援 作業 部 会 座長 岩手 県 立 大 学 社会 福祉 学部 准 教授 

















平成 29 年 度 実績 報告 ( 案 ) に つい て 


いわ て 未来 づく り 機 構 会 則 第 7 の 3 (2) に より 、 平 成 


29 年 度 実績 報告 ( 案 ) に つい て 、 次 の 通り 承認 を 求め る 。 





平成 30 年 5 月 21 日 


議案 第 1 号 





平成 29 年 度 い わ て 未来 づく り 機 構 実績 報告 ( 案 ) 


1 総会 < ラウ ンド テー ブル の 
a) 内 容 


画 総 会 ・ 平 成 28 年 度 活 動 実 績 報告 、 平 成 29 年 度 活 動 計 画 を 承認 
開催 日 :H29.6.19( 月 ) 「 地 方 劉生 の 現状 と 今後 」 と 題し 、 東京 大 学 大 学院 法学 政治 学研 究 科 
場所 : エス ポワール いわ て 金井 利之 教授 より 講演 





| E 細 有 EI レ 2 ア Az aemz ガ の 症 較 | る さと 振興 」 を テー マ に ディ スカ ッ シ ョ ン 
開催 日 ・ 場 所 : 同上 


ドロ 2 ルン  「 機 構 の 見 直し 」 及 び 「 今 後 10 年 の 取組 の 方 向 性 」 を ディ スカ ッ シ ョ ン 
開催 日 :H29.12.26( 火 ) 
場所 : 岩手 県 庁 


EE 0) 壮 平成 29 年 度 活動 実績 等 に つい て 報告 

開催 日 :H30.3.19( 月 ) 「 第 3 フェ ー ズ 目標 及び 県 民 運 動 」 を ディ スカ ッ シ ョ ン 

場所 : エス ポワール いわ て ・「 新 し い 三 陸 創 造作 業 部 会 」 及 び 「 子 育て 支援 作業 部 会 」 の 新設 を 決定 
“岩手 大 学 岩渕 明 学長 を 共同 代表 に 選任 





2 県 民 運 動 


* 国 、 国 会 議連 等 へ の 要望 活動 

・ 巡 回 授業 や 講演 会 活動 等 に よる 啓発 

* 各 種 媒体 (TV、HP、 キ ャ ラバ ン 、 広 報 誌 、 う ち わ 等 ) に よる 広報 活動 

・ い わ て 加速 器 関連 産業 研究 会 に よる 技術 セミ ナー や 環境 視察 会 の 開催 
* 受 入 環 境 整 備 に 向け た 検討 (教育 、 産 業 振興 等 の 分 野 ご と に 検討) 


・ 県 台湾 ・ 香 港 訪問 ミッ ショ ン へ の 参加 

・ 現 地 の 大 学 と の 学生 交流 ・ 研 究 交 流 

・ 留 学生 に よる チャ ー タ ーー 便利 用 者 へ の 入出 国 サ ポー ト 

・ 台 湾 ビ ジネス セミ ナー の 開催 、 台 湾 商 談 会 等 へ の 出展 支援 
水産 加工 会 社 と 連携 し た 海外 マー ケッ ト 展 開 に 関す る 研究 の 実施 


・ い わ て 世界 遺産 パネ ル 巡 回 展 の 開催 な ど 、 国内 外 へ の 情報 発信 強化 
・ 世 界 遺 産 教 育 や 観光 地域 づく り を 目的 と し た 講座 の 開講 

平泉 文化 セミ ナー、 平 泉 文化 フォ ー ラ ム 、 シ ン ポ ジウ ム 等 の 開催 

橋 野 鉄鉱 山 の 魅 力 向上 の た め AR を 活用 し た アプ リ を 開発 

・ 御 所 野 遺 跡 の 登録 に 向け 推薦 書案 を 作成 、 縄 文 フォ ー ラ ム を 開催 


・「 ラ グ ビ ー ワ ー ル ドカ ッ プ 2019" 釜 石 開催 実 行 委員 会 」 の 設立 

・ 外 国人 留学 生 モ ニタ ー ツ アー 実施 に よる 観光 客 受入 態勢 整備 へ の 協力 
・ 地 域 課題 解決 プロ グラ ム を 通じ た スポ ー ツ ツー リズ ム の 推進 

各種 イベ ント 等 で の ブー ス 出 展 、 キ ャ ラバ ン の 実施 な ど に よる 情報 発信 
・ ス タ ジ ア ム 仮設 施設 整備 に 係る 財政 支援 の 国 へ の 要望 


3 作業 部 会 
部 会 名 【 担 当 機関 】 
医療 福祉 連携 
| 【 県 立 大 】 
か け 橋 
【 県 】 


復興 教育 
【岩手 大 】 


いわ て 復興 未来 塾 
3 


【 岩 手 大 】 


闘 イ ノ ベ ー シ ョ ン 推 進 
【 県 】 





4 その 他 


主 な 活動 


・ 釜 石 市 及び 一 関 市 に お いて 、 重 層 的 見 守り 実証 実験 を 継続 


(次 石 市 : 平 成 27 年 度 こ 、 一 関 市: 平成 28 年 度 ~) 


復興 支援 プロ ジェ クト 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 」 を 展開 
・ 復 興 支援 マッ チン グ に お いて は 84 人 箇所 で マッ チン グ が 成立 


「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 に よる 2 件 の 講師 派遣 を 実施 
・ 県 教委 と 協議 ・ 意 見 交換 会 を 開催 


・ い わ て 復興 未来 塾 を 4 回 開催 
・ 講 師 等 や 参加 者 の 意見 交換 に より 様々 な 人 的 ネッ トワ ー ク を 形成 


「 ふ る さと 発見 ! 大 交流 会 in Iwate2017」 の 開催 

・ イ ンタ ー ン シッ プ ・ コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 合宿 研修 及び ネッ トワ ー ク 化 
・ 杏 林 大 学 と の 連携 強化 

・ 県 内 各 機 関 の 取組 の 状況 の 調査 分 析 

・ 県 内 各 機 関 の 取組 状 況 及び 研究 開発 に 係る 状況 の 調査 分 析 


活動 の 企画 ・ 調 整 を 担う 組織 と し て 、 企 画 委員 会 を 5 回 開催 。 


平成 30 年 度 活動 計画 ( 案 ) に つい て 


いわ て 未来 づく り 機 構 会 則 第 7 の 3 (1) に より 、 平 成 
30 年 度 活動 計画 ( 案 ) に つい て 、 次 の 通り 承認 を 求め る 。 


平成 30 年 5 月 21 日 


SS ei A 


SH 3 


な 
活 
動 





【 第 3 フェ ー ズ 目標 (2018 年 度 ( 平 成 30 年 度 ) こ 2022 年 度 ) 】 


科学 技術 の 進展 と 整備 が 進む 社会 基盤 を 生か し た 、 人口 減少 に 負け な い 地 域 づ くり 
て 県 民 の 幸福 を 守り 、 育 て る た め に < 


平成 30 年 度 いわ て 未来 づく り 機 構 活動 





EMEA 











da A 








aS sh 





ィ イノ ベー ショ | ,。、 いわ て 復興 | 图 新 LU ふる さと | 医療 福祉 


県 内 各 機 関 の 
持つ ポテ ン 
シャ ル を 生か 
し た イノ ベー 
ショ ン の 注 出 


る 平成 29 年 度 
の 調査 分 析 結 
果 を 踏ま え 、 
将来 の 次 の 実 
現に 向け 、 取 
組 の 方 向 性 を 


取り まとめ る 。 


復興 支援 ブロ 
ジェ クト 「 い 
わ て 三陸 復興 
の か け 橋 」 の 
推進 


る 復興 支援 
マッ チン グ の 
推進 

る 復興 関連 情 
報 の 発信 

る 復興 支援 ネッ 
トワ ー ク の 強化 


復興 や 地域 づ 
くり の 担い 手 
の 育成 及び 
ネッ トワ ー ク 
づく り の 推進 


多 復 興 の 担い 
手 と な る 人 づ 
くり の 観点 か 
ら 、 い わ て 復 
興 未 来 塾 を 年 
3 回 開催 


大 規模 イベ "ント 
の 成功 と その 
レガ シー を 三陸 
地域 振興 等 に 
つなげ る 。 


三陸 防災 復 
興 プ フロ シリ ェ クト 
2019 の 成功 
に 向け た 取組 
を る ラク ヒー ワー ル 
トカ ッ フ 2019* 
釜石 開催 の 成 
功 に 向け た 取 


いわ て の 復興 
教育 プロ グラ 
ム の 推進 支援 


る 復興 教育 の 
講師 を 派遣 す 
る 「 い わ て の 
師匠 」 派 遺 事 
業 の 推進 


地域 を 担う 人 
材 の 育成 と 地 
元 定着 の 推進 
支援 


を ふる さと 発 
見 ! 大 交流 会 
in Iwate2018 
の 開催 
地域 志向 型 
イン ター ンシップ 
の 企画 等 
会 員 向 け ア ン 
ケー ト の 実施 


地域 包括 ケア 
に お ける 情報 
通信 技術 (Al 
loT) と 社会 技 
術 の 融合 


る 県 内 の 地域 
包括 ケア に 資 
する た め の Al 
や loT の 技術 
活用 の 事例 を 
調査 


園子 育て 
支援 


母 と 子 だ け で 
な く 家 族 全体 
を 支え る 岩手 
版 ネ ウッ ボラ の 
開発 





る 県 内 に お け 
る 子育て 支援 
ecg 





해 


三 一 pT 





活動 を より 効果 的 に 展開 し て いく た め 、 積極 的 に 情報 発信 を 行う 。 


① 会 員 団体 の 総会 等 を 利用 し た 団体 構成 員 等 に 対す る 機構 の 取組 内 容 の 周知 
② 機構 だ より 、 電 子 メ ー ル 等 を 利用 し た 会 員 向 け 情 報 提供 (随時 ) 

③ 機構 ホー ムペ ー ジ か ら の 一 般 向け 情報 発信 

④ 県 民 の 理解 増進 を 図る た め 、 マ スコ ミ へ の 情報 提供 の 強化 








総会 


时 期 :5/21 15 :00~16:30 
会 場 : サ ン セ ー ル 盛岡 


EEE ジ ce ジリ 


时 期 :5/21 16 : 35~17:40 


| 第 2 回 ラウ ンド テー ブル 


时 期 :11/27 10:00~12:00 


| 第 3 回 ラウ ンド テー ブル 








平成 29 年 度 活動 実績 の 報告 及び 平成 30 年 度 活動 計画 の 審議 承認 
講演 「 復 興 ・ 観 光 地域 づく り と 道路 政策 
て 社会 資本 政策 の 総合 戦略 と イノ ベー ショ ン ~」 
日 本 大 学 特 任 教授 ・ 筑 波 大 学名 誉 教授 石田 東生 氏 


・ デ ィ ス カッ ショ ン 「 新 た な 社会 基盤 等 を 活用 し た 三陸 地域 の 産業 振興 や 
に つい て 」 


※ 終了 後 交 流 会 を 開催 


作業 部 会 の 活動 状況 中 間 報告 
・ デ ィ ス カッ ショ ン (中 間 報 告 に つい て 、 意 見 交換 ・ 質 疑 等 ) 


・ 講 演 及 び デ ィ ス カッ ショ ン 


(その 時 点 に お ける 県 政 の 重要 課題 に 応じ テー マ を 決定 ) 


주스 


つて の IL 


促進 












































いわ て 未来 づく り 機 構 平成 30 年 度 総会 第 2 部 講演 資料 


講演 : 復興 ・ 観 光 地 域 づ くり と 道路 政策 
て 社会 資本 政策 の 総合 戦略 と イノ ベー ショ ンー 


講師 : 日 本 大 学 特 任 教授 ㆍ 筑波 大 学 名 誉 教授 | 
一 般 財 団 法人 日 本 みち 研究 所 理事 長 石田 東生 氏 


口 主 な 御 経 歴 
1951 年 大阪 府 生 ま 
1974 年 東京 大 学 土木 工学 科 卒 業 
1978 年 東京 工業 大 学 助 手 
1982 年 工学 博士 (東京 大 学 ) 
1982 年 筑波 大 学 社会 工学 系 講師 
1996 年 筑波 大 学 社 会 工学 系 教授 
2007 年 ~2012 年 学長 補佐 
2017 年 定年 退官 、 同 年 筑波 大 学名 誉 教授 





























口 専門 分 野 
社会 資本 政策 ・ 交 通 政策 ・ 国 土 計画 








口 主 な 社会 活動 
ㆍ 国土 交通 省 ”社会 资本 整备 审议 会 道路 分 科 会 长 






































観光 店 世界 に 誇れる 広域 観光 周遊 ー ト 検討 委員 会 副 座長 
経済 産業 省 産業 構造 審議 会 臨時 委員 

環境 省 中 央 環境 審議 会 臨時 委員 

内 閣府 総合 科学 技術 イノ ベー ショ ン 会 議 専門 委員 























NPO 法人 日 本 風景 街道 コミ ュ ニ ティ 代表 理事 





























(一 社 ) 日 本 モビ リティ ・ マ ネジ メン ト 会 議 (JCOMM) 顧問 ・ 前 代表 正 





口 主 な 著書 

「 環 境 を 考え た クル マ 社 会 (共著 )』 (技報堂 ) 

[都市 の 未来 (共著 )』 (日 本 経済 新聞 社 ) 
みち 一 一 創り ・ 使 い ・ 暮 ら す 』 (技報堂 ) 





























平成 30 年 度 いわ て 未来 づく り 機 構 


部 会 実績 報告 及び 活動 計画 


医療 福祉 連携 作業 部 会 

か け 橋 作業 部 会 
復興 教育 作業 部 会 

いわ て 復興 未来 塾 作業 部 会 
ふる さと いわ て 創造 作業 部 会 
イノ ベー ショ ン 推 進 作業 部 会 
新しい 三陸 創造 作業 部 会 
子育て 支援 作業 部 会 





いわ て 未来 づく り 機 構 医療 福祉 連携 作業 部 会 の 


実績 報告 ・ 


活動 計画 (30.5.21) 














テー マ : 地域 包括 ケア に お ける 社会 技術 と し て の 医療 ・ 福 祉 連携 
座長 : 小川 晃子 担当 機関 : 岩手 県 立 大 学 
報告 要旨 


平成 29 年 度 は 、 


実験 を 釜石 市 と 一 関 市 で 実施 し 、 


ら か に し た 。 


「 被 災 地 に お ける 重層 的 見 守り 」 に 関す る 医療 ・ 福 祉 連携 の 社会 
IGT 活用 見 守り と 人 的 見 守り の 重層 化 の 効果 を 明 


こう し た 成果 を 踏ま え 、 平 成 30 年 度 か ら は 地域 包括 ケア に 資す る 社会 技術 と し て 


の 医療 福祉 連携 に 基軸 を 移す 。AI や IoT 等 先進 技術 の 活用 も 視野 に 入れ る が 、 
を 社会 的 に 有用 な も の と する た め の 社 会 


健 医療 大 学 関係 者 等 と も 連携 を と り 、 岩 手 発 の 取り 組み を 進め て いく 。 


それ 
会 シス テム づく り を 、 岩 手 医 科大 学 ・ 岩 手 保 
































. 平成 29 年 度 の 作業 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ トブ プット) 



















































































証 実 験 を 継続 し た 。 



































① 部 会 ① ほ ぼ 2 ヶ 月 に 1 回 開催 し 、 プ ロジ ェクト の 運営 ・ 点 検 を 行っ た 。 
② 実 証 実験 ② 釜 石 市 平田 地区 で は 、 平 成 27 年 10 月 か ら の 実証 実験 を 継続 し 、 平 
成 29 年 6 月 に は 血圧 見 守り を スマ ホ 活 用 に 切り 替え た 。 
関 市 沢内 アパ ー ト (災害 公営 住宅 ) で は 、 平 成 28 年 1 月 か ら の 実 






































① 産 学 官 の 検討 体制 を 維持 
② 外 部 資金 の 活用 
成果 報告 ・ 普 及 














平成 29 年 度 事業 実績 ・ 成 果 ・ 
医療 関係 者 (遠隔 医療 学会 等 ) 、 
吻 议 会 、 
等 に よる プロ ジェ クト 体制 
上 助成 と 岩手 県 立 大 学 復 す 








県 立 大 学 教員 、 


県 社会 福祉 
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2. 平成 29 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 


平成 29 年 度 事業 計画 
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エエ ドコ モ 、 
持 。 





























| ② 米 国 ク アル コム 視 
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| z 成 29 年 8 月 26 日 
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日 本 遠隔 医療 学 
を し た 。 うち 、 「 地 域 包 指 


机 能 强化 型 


究 費 の 活用 
つぐ くぐり. に 


資す る 政策 提言 
会 学術 大 会 に お いて 5 名 





興 加 速 化 プ 
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で 取り 組 






































田 に お ける 実証 実 
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| ・ 平 成 29 年 6 月 19 
| 血圧 測定 切り 替え の 説 
| 手 日 報 記事 参照) 











8 釜石 市 平 




















明 会 を 学生 等 と 実施 。 (6 月 20 





5 ケア に お ける 重層 的 見 守 
케 스 ㄴ | 


療養 支援 チー ム “ い わ 
関 市 共催 ) の パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン に お い 


に お いて スマ ホ を 活用 し た 


日 岩 














3. 平成 30 年 度 の 活動 計画 
(1) 目 標 ・ 出 すべ き 成 果 
テー マ を 「 地 域 包 括 ケ ア に お ける 社会 技術 と し て の 医療 福祉 連携 」 と する 。 
① こ れ ま で 作業 部 会 で 取り 組ん で きた 重層 的 見 守り を 発展 させ 、 地域 包括 ケア に お ける 情報 通信 
技術 と 社会 技術 の 融合 策 を 検討 し 、 可視 化す る 。 
②⑳ 高 齢 化 が 進展 する 岩手 県 に お いて 必要 な 生活 支援 策 を 新た に 開発 する 。 まず は 、 医 療 ・ 福 祉 
サー ビス に 高齢 者 が アク セス で きる よう 、 新た な 送迎 の 仕組 づく り の 社会 実験 を 行う 。 
③ こ うし た 取り 組み は 、 地域 コ ュ ミュニティ の な か で 医療 ・ 福 祉 の 専門 職 と 地域 住民 を 繋ぐ 仕組 み づ く 
り で あり 、 その 成果 は 高齢 者 の 自立 文 援 や 健康 長寿 の 延伸 に 寄与 する 。 その な か で 、 ア クティ プ ・ シ 
ニア が 自発 的 に 安 告 や 健康 に 関す る 情報 を 発信 し た り 、 相互 に それ を 支え あう 社会 活動 を 県 民 運 動 
と し て 提案 する 。 



























































































































































(2) 活動 計 画 

①2020 年 度 まで 仮設 住宅 が 残る 地域 に お ける 重層 的 見 守り 体制 づく り を 行う 。 

② 県 内 の 地域 包括 ケア に 資す る た め の AI や IoT の 技術 活用 の 事例 を 調査 し 、 今後 の 実証 実験 ( テ 
スト ベッ ド 事 業 ) の 企画 を 行う 。 

⑨⑧ 医 療 や 介護 予防 等 の 福祉 サー ビス に アク セス する た め に は 、 送迎 事業 が 必要 で ある 。 地域 の 
社会 資源 を 活か し た 新た な 送迎 策 を 検証 し 開発 する 。 

④ 高 齢 者 どう し の 相互 見 守り な ど 、 県 民 の 力 を 活か し た コミ ュ ニ ティ づく り の 案 を 作成 する 。 
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盛岡 タイ ム ス Web News 2018 年 。 2 月 27 日 ( 火 ) 


滝沢 市 で 社会 実験 高齢 世帯 の 通院 送迎 県 立 大 ・: こ ん の クリ ニッ ク ・ ヤ マト 


地域 の 診療 所 へ の 車 で の 送迎 に 、 買い物 
支援 な ど を 組み 合わ せ た 高 齢 者 支援 事業 の 
社会 実験 が 25 日 、 滝 沢 市 で 始ま っ た 。 부프 
大 社会 福祉 学部 の 小川 晃子 教授 、 同 市 牧野 
林 の こん の 神経 内 科 ・ 脳 神経 外科 クリ ニッ ク 
(紺野 敏昭 院長 )、 運 送 ・ 物 流 業界 向け 人 材 
派遣 の ヤマ ト ・ ス タッ フ ・ サ プラ イ ( 本 社 東 京 ) 
が 連携 。 高齢 者 の み の 世 帯 に ニー ズ が 高い 
通院 送迎 を モデ ル と し て 課題 を 抽出 し 、 官 民 

の 地域 資源 を 生か し た 支援 の 在り 方 を 探る 。 


ㅣ 社会 実験 初日 の 25 日 は 、 同 クリ ニッ ク に 通 
| | 院 す る 2 世帯 3 人 が 協力 。 県 立 大 の ワゴン 車 
MA 7 | を ヤマ ト ・ ス タッ フ ・ サ プラ イ の ドラ イ バ ー が 運 

ヤマ ト ・ ス タッ フ ・ サ プラ イ の スタ ッ フ が 運転 する 県 立 大 の ワ ゴ 転 し 、 自 宅 と クリ ニッ ク 間 を 送迎 し た 。 

ン 車 で 、 こ ん の 神経 内 科 ・ 脳 神経 外科 クリ ニッ ク に 到着 し た 社会 

実験 の 協力 者 実験 に 参加 し た 同市 湯舟 沢 の 近 谷 正 さん 

(78) は 神経 系 の 病 で クリ ニッ ク に は 月 1 回 程度 通院 。 歩行 が 不安 定 で 転倒 し や すく 、 外 出 に は 介 

助 が 欠か せな い 。 4 年 前 に 運転 免許 を 返納 。 妻 の 妙子 さん (74) も 運転 は し な い 。 












添っ て いる 。 


「 す た す た 歩 ける 状況 で は な い の で 、 夫 一 人 で は 車 の 乗り 降り も 、 院 外 処方 で 薬 を も ら う の も 難 
し い 。 付き 添い な し で 通院 で きる 送迎 サー ビス が あれ ば あり が た い 」 と 話す 。 


一 家 を 切り 盛り する 妙子 さん も 間もなく 後期 高齢 者 。「 こ の 先 、 ど うな る の か 、 予 想 で き な い 。 私 
た ちの よう な 高齢 者 世帯 は 増え て いる と 思う 。 こう し た 家族 の 状況 を 理解 し て ほし い 」 と 願っ た 。 


滝沢 市 内 は 郊外 に 住宅 団地 が 点 在 。 自家 用 車 の 運転 が で き な く な る と 、 と た ん に 移動 手段 に 苦 
慮 する 世帯 が 目立つ 。 特に 昨年 の 道路 交通 法 の 改正 で 、 認 知 症 と 診断 され た 人 の 運転 免許 返納 
が 義務 づけ られ 、 免許 返納 後 の 交通 支 援 が 喫 叱 の 課題 だ 。 


「 高 齢 の 夫婦 二 人 や 一 人 暮らし の 患者 が 増え て いる 。 免許 返上 後 の バ ッ ク ア ッ プ 体制 は 、 タ クシ 
ー の 割り 引き や コミ ュ ニ ティ ー バ ス の 運行 程度 で 、 ま だ 整っ て いる と は 言え な い 。 社会 実験 を 通し 
て 問題 を 抽出 し 、 ニ ー ズ を 明らか に し て いき た い 」 と 紺野 院長 。 小川 教授 ら は 、 同 市 の 川 前 地区 
で 、 自 家用 車 が な い 高 骨 者 の 「 い きい き サ ロン 茶話 会] へ の 送 錠 実 験 に も 取り 組ん で お り 、 ー 緒 に 

ㅁ 林 や 。 


クリ ニッ ク へ 送迎 する 社会 実験 は 3 月 まで 計 5 回 実施 する 計画 。 この 中 で 、 通 院 送迎 の つい で に 
スー パー に 立ち 寄る 買い 物 支援 の 実験 に も 取り 組む 。 患者 が 複数 乗り 合わ せ て 通院 する 交通 支 
援 に 、 買 い 物 な どの 生活 支援 も 加わ れ ば 、 高 齢 者 世帯 の 利便 性 や 安心 感 は 高まり 、 経 済 負 担 も 
軽減 され る と みて いる 。 た だ 、 道 路 運 送 法 な ど 法規 制 と の 整合 性 や 介護 タク シー な ど 既 存 事業 者 
と の 兼ね 合い な ども 検討 する 必要 が ある と いう 。 


「 通 院 の 送迎 を 請け 負う 仕組 み は あ る が 、 こ れ に 生活 支援 も 加わ れ ば 、 よ り 便利 に な る 。 地域 資 
源 を 柔軟 に 組み 合わ せ 、 地 域 福 祉 の 向上 に つなげ て いき た い 」 と 小川 教授 。 ヤマ ト ・ ス タッ フ ・ サ プ 
ライ 事業 推進 部 の 松本 まゆ み マ ネー ジャ ー は 「 運 送 業 の ノウ ハウ を 生か し 、 社会 課題 の 解決 に 真 
hen 地元 の タク シー や バス 会 社 に も 配慮 し な が ら 、 一緒 に で きる 仕組 み を 考え て いき た 

\」 と 話し た 。 


本 ペー ジ 掲 載 内 容 の 無断 転載 を 禁じ ます 
ホー ムペ ー ジ に 関す る お 問い 合わ せ 、 取 材 に 関す る 情報 は 
E-Mailhensyuu@morioka-times.com 
盛岡 タイ ム ス 宛 て に お 願い し ます 


トッ プ へ 
http://www.morioka-times.com/news/2018/1802/27/18022701.htm 2018/02/27 





いわ て 未来 づく り 機 構 か け 橋 作業 部 会 の 実績 報告 ・ 活 動 計画 (30. 5. 21) 


テー マ : 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト 」 の 推進 
座長 : 滝 山 秀樹 担当 機関 : 岩手 県 














プロ ジェ クト 概要 東日本 大 岩 災 津波 か ら の 復旧 ・ 復興 に は 、 行 政 は も と より 、 
広く 民間 等 の 取組 も 重要 で ある こと か ら 、 平 成 23 年 か ら 、 被 災 地 が 抱え る 課題 と 
県 内 外 か ら の 支援 の 提案 を マッ チン グ さ せ 、 行 政 や 民間 、NPO 等 の アイ デア 、 
行動 力 を 結集 させ た 取組 を 展開 。 









































彼 災 地 の 課 題 は 、 一 過 性 の も の か ら 、 産 業 や コミ ュ ニ ティ 再生 等 の 中 長期 的 な 課題 に 
移行 。 岩 災 の 風化 が 進み 、 県 外 の 一 部 の 企業 ・ 団 体 で は 、 復興 支援 に 代え て 、CSR ( 企 
業 の 社会 的 責任 ) や 企業 の 利益 も 目指 す CSV (共通 価値 の 創造 ) の 活動 を 展開 。 

こう し た 被災 地 の 環 境 変化 へ の 対応 が 課題 と な っ て いる 。 

平成 29 年 度 は 、 中 長期 的 視野 に 立っ た マッ チン グ を 促進 する な ど 、 量 か ら 質 へ の 転換 
を 図り な が ら 、 前 年 度 に 引続き 「 復 興 関連 情報 の 発信 」、「 復 興 支 援 ネ ットワーク の 強 
化 」 の 取組 も 併せ て 推進 し た 。 


















































나 1. 平成 29 年 度 の 作業 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ トブ ッ ト ) 00000 
平成 29 年 8 月 7 日 第 9 回 作業 部 会 開催 
ㆍ 平成 28 年 度 活動 実績 及び 平成 29 年 度 活動 計画 に つい て 
ㆍ いわ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト 及び 当 部 会 の 今後 の 方 向 性 
(こつ いて 




















平成 30 年 1 月 22 日 第 10 回 作業 部 会 開催 
ㆍ 平成 29 年 度 活動 実績 及び 平成 0 年 度 活動 計画 に つい て 
ㆍ いわ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト 及び 当 部 会 の 今後 の 方 向 性 
に つい て で 





























2. 平成 29 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課 EF Fn (アウ トカ ム ) 


平成 29 年 度 事業 計画 平成 29 年 度 事業 実績 ・ 成 果 


(1) 復興 支援 マッ チン グ | 
下期 、 中 長期 の 支援 に つい て 以下 の | 
2 系 統 の 体制 で 対応 。 | 
① 短期 的 支援 | ① 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 推進 協議 会 」 
物資 供与 や ボラ ンティア 派遣 等 の に 配置 する 復興 支援 員 を 中 心 に 実施 。 
支援 マッ チン グ は 、 一 定 の ニー ズ が | 
ある こと か ら 継 続 し て 対応 。 | 
② 中 長期 的 支援 |② (一 社 ) RCF へ の 業務 委託 事業 被災 
産業 再生 や コミ ュ ニ ティ 再生 等 の | 地 の 課題 や ニー ズ を 把握 し 、 首 都 圏 の 企業 
支援 マッ チン グ の 要請 に 重点 的 に 対 | 等 61 社 を 訪問 し 、 復 興 支援 の 誘致 に "에 
応 。 | 
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【目标 : 支援 箇所 数 100 箇 所 】 、【 実 績 : 84 箇 所 】 
(2) 復興 関連 情報 の 発信 | 
被災 地 の 復 興 の 進捗 状況 や 様々 な 活 | ポー タル サイ ト に お いて 、 被 災 地 へ の 関心 
動 を 復興 支援 ポー タル サイ ト 「 い わ て | が 高まる 情報 や 支援 マッ チン グ の 事例 等 を 随 
三陸 復興 の か け 橋 」 や ツイッター、 フ | | 時 掲載 し た ほか 、Y ah o o ! な ど 大 手 媒 体 
ェ イ スプ ブッ ク 等 に より 総合 的 に 情報 発 と の 連携 や 、SNS を 活用 し 情報 発信 し て い 
信 。 る 。 



































【目标 : 復興 トピ ックス 掲載 数 200 件 】 【 実 績 : 532 件 】 
(3) 復興 支援 ネッ トワ ー ク の 強化 | 
復興 支援 を 速やか に 実現 で きる よ | H29.9 及 び H80.2 の 2 回 開催 し 、 沿 岸 被災 地 の 現 
う 、 都 内 で 「 岩 手 か け 橋 共 創 ネッ トワ 状 や ニー ズ の 紹介 や 、 支 援 企 業 の 活動 に つい て 情 
議 」 を 開催 し 、 県 内 外 の ネッ ト 報 交換 し 、 支 援 提案 等 の 情報 を 積極 的 に 提供 
ワー ク を 構築 ・ 強 化す る 。 | 
































【 目 標 : ネッ トワ ー ク 構築 企業 数 50 社 】 【 実 績 :92 社 














首都 園 で は 、 震 災 の 風化 が 進み 、 企 業 の 支援 の 意向 も 変化 し て お り 、 ま た 、 復 興 の 段階 
が 移行 する 中 で 、 被 炎 地 の 課題 も 変化 し て お り 、 こ れ ら に 適切 に 対応 する こと が 求め られ 
て いる 。 

① 産業 振興 な どの 中 長期 か つ 継 続 的 な 支援 へ の 対応 ・ 連 携 

② 企業 の CS V 活 動 な ど 、 新 た な 支援 形態 へ の 対応 ・ 連 携 

③ これ まで の 支援 活動 ・ 成 果 の 持続 的 地域 活動 へ の 展開 ・ 橋 渡し 







































































3. 平成 30 年 度 D 活 动 计 国 0, ~ 


被災 地 の 復興 支援 員 等 の 多様 な 主体 と の 更 な る 連携 の 強化 も 見 据え つつ 、 復 興 の 段階 に 
応じ 、「 復 興 支 援 マ ッ チ ング 」 等 の 取組 を 実施 。 


① 復興 支援 マッ チン グ 
中 長期 的 支援 を 主力 と し つつ 、 引続き 2 系 統 で の 体制 で 復興 支援 マッ チン グ を 推進 。 
産業 再生 等 の 支援 マッ チン グ に つい て は 、 業 務 委 託 等 を 通じ 、 首 都 圏 等 の 企業 の ビジ ネ 
ス 展 開 に も つなが る 協 働 事業 の 誘引 を 図る 。 
物資 供与 や ボラ ンティア 派遣 等 の 従前 か ら の 支援 マッ チン グ は 、 い わ て 三陸 復 
興 の か け 橋 推進 協議 会 を 中 心 に 対応 。 
【目标 : 支援 件 数 30 件 】 
② 復興 関連 情報 の 発信 
被災 地 の 現状 と 、 復 興 の 状況 を 伝え る た め 、 復 興 支 援 ポ ボー タル サイ ト 「 い わ て 三陸 
復興 の か け 橋 」 や SNS 等 に より 総合 的 に 情報 発信 。 
【目标 : 復興 トピ ックス 掲載 数 400 件 】 
③ 復興 支援 ネッ トワーク の 強化 
復興 支援 を 速やか に 実現 で きる よう 、 県 内 外 の ネッ トワ ー ク を 構築 ・ 強 化 。 
【目标 : : ネッ トワ ー ク 組織 会 員 企業 ・ 団 体 数 90 社 】 




























































































参考 : 平成 29 年 度 取組 事例 

1 復興 支援 マッ チン グ 

【 取 組 事 例 ①】 アサ ヒ グ ル ー プ ホー ルディ ング ス 帳 
1 機構 と 同社 が 平成 26 年 12 月 に 締結 し た アラ イア ンス に 基づき 、「 い わ て 三陸 復興 
の か け 橋 プロ ジェ クト 」 の 一 環 と し て 、 被災 市 町 村 の 郷土 芸能 の 保存 ・ 発 展 に 寄与 す 
る コミ ュ ニ ティ 活動 を 支援 する 「 ア サ ヒ グル ー プ ・ コ ミュ ニテ ィ 助 成 事業 」 の 実施 に 
全面 協力 。 
2 平成 29 年 度 は 沿岸 12 市 町 村 36 団体 に 2, 000 万 円 を 超え る 助成 を 実 











【 目 録 贈 呈 式 (平成 29 年 9 月 11 日 ) 】 【 支 援 対 象 の 山車 (久慈 市 ) 】 


【 取 組 事 例 ②】 三井 物産 帆 
1 被災 地 で 同社 が 手掛け る 「 未 来 へ の 教科 書 て For Our Children] 出前 授業 プロ ジ 
ェクト (※) の 実施 に 協力 し て いる 











※ 「 地 域 の キー パー ソン の 言葉 を その まま 届け る こと を 通じ て 、 大 震 災 か ら 立 ち 
上 が ろう と する 人 々 の 力強い 姿 を 広く 伝え た い 」 と いう 主旨 の も と 実施 
2 平成 29 年 度 は 、 久 慈 東 高校 、 大 船渡 市 立 吉浜 中 学校 で の 実施 に 協力 し て いる 



































〇 久慈 東 高校 
日 時 : 平成 29 年 12 月 8 日 
講師 : Three Peaks Winery 代表 
及川 武 宏 氏 
〇 大 船渡 市 立 吉浜 中 学校 
日 時 : 平成 30 年 2 月 28 日 
講師 : NPO 法人 森 は 海 の 恋人 副 理 事 長 
畠山 信 氏 
〇 久慈 高校 
【 久 慈 東 高校 で の 講演 の 様子 】 日 時 : 平成 30 年 3 月 13 日 
講師 : 一 関 平 挟 イ ン ・ ア ウト バウ ンド 推進 協議 会 
ディ レク ター 
佐藤 格 平 氏 





2 復興 関連 情報 の 発信 


【 情 報 発信 ①】 復興 支援 ボー タル サイ ト 、SNS に よる 情報 発信 


画 ポ ボー タル サイ ト 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 」 を 管理 ・ 運 











0 いわ て 三陸 復興 の か け 橋 빼어 上 


* サイ ト に つい て @ よ く あ る 質問 9 リン: 
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【 情 報 発信 の ②】 オ オルタナ ・ オ ン ラ イン ペー ジ 等 で の 情報 発信 
ビジ ネス を 通じ て 社会 課題 を 解決 する 


alterna 


ome > alterna columnist > 岩手 発 「 ヒ ト と モノ の 新た な 潮流 に よる 地方 創 生 」 


lterna columnist 


岩手 発 「 ヒ ト と モノ の 新た な 潮流 に よる 地方 創 
生 ] 


| 一 般 社团 法 人 RCF 


9 月 4 日 、 東 京都 千代 田 区 の 全国 都市 会 館 で 、 い わ て 三陸 復興 の か 
け 橋 プロ ジェ クト に よる 、「 第 5 回 岩手 か け 橋 共 創 ネッ トワーク 
会 議 」 (2017 年 度 第 1 回 ) が 開催 され まし た 。 東 日 本 大 岩 災 か ら 6 年 半 び が 経過 


し 、 首 都 園 に お いて は 被災 地 の 報道 な ど は 減少 し て いま す が 、 会 議 に は 、 復 興 
支援 事業 を 行っ て いる 首都 圏 な どの 企業 33 社 と 、 岩 手 県 関係 者 な ど 計 約 70 人 
が 出席 し 、 岩 手 県 内 で の 支援 事例 の 紹介 や 今後 の 支援 の 方 向 性 に つい て の 意見 
交換 を 行い まし た 。 (一 般 社 団 法人 RCF = 荒井 美穂 子 ) 





【 情 報 発信 ③】 ポ ー タ ル サ イ ト 掲 載 復興 トピ ックス 記事 例 ① 


2017 年 11 月 15 日 
【 復 興 ボ イス (2) 】「 食 で 地域 活性 化 に 取り 組む 「 三 陸 王 国 イカ 王子 」 
プロ ジェ クト の 挑戦 ①」 


画 食 を 通じ た 宮古 の 地域 活性 化 に 取り 組む 若き 経営 者 ら が いる 。 

「 イ カ 王 子 」 と し て メデ ィ ア に も 度々 登場 する 共和 水産 (株 ) 代 表 取 締 役 専務 の 鈴木 良太 
さん と 、 そ の 「 広 報 大 臣 」 で ある 花 坂 印刷 工業 (株 ) 代 表 取 締 役 の 花 坂 雄大 さん 。 水産 業 と 
印刷 業 。 異 業種 で ある 2 人 が タッ グ を 組み 、 取 り 組ん で いる この プロ ジェ クト 。「 イ カ も 恋 す 
る イカ 王子 」 を キャ ッ チ コピ ー に 掲げ る な ど 、 ユ ニー ク で 多彩 な 発想 は どの よう な 思い か ら 
生ま れる の か 。 イン タビ ュー し た 内 容 を 2 回 に 分 け て お 送り する 。 


⑨⑥ イ カ 王 子 と 名 乗る きっ か け 


鈴木 氏 > 

自社 の ホー ムペ ー ジ ブロ グ で 「 イ カ 王 子 」 と し て 投稿 を 始め た こと が きっ か け で す 。 イカ 
王子 と いう 言葉 は イン パク ト も あり 、 ダ イレ クト に 伝わり や すい と 考え まし た 。 まず 知っ て も 
ら う こと で 、 そこ に 光 が あ た り 、 次 に つなげ られ る と 思い まし た 。 イカ 王子 を 名 乗っ た こと 
で 、 様 々 な 人 と の 交流 も 広がり 、 水 産業 を 身近 に 感じ る 人 が 増え た この で は な いか と 思い 
ます 。 


@⑥ 異 業種 な ら で は の メリ ッ ト 


花 坂 氏 > 

イカ 王子 と の 出会い は 、 み や し ん Next と いう 宮古 信用 金庫 が 主催 する 若手 経営 者 の 会 
で し た 。 以前 か ら イカ 王子 の 存在 は 気 に な っ て いた の で 、 自 分 か ら 声 を か け ま し た 。 一緒 
に 何 か で きる の で は な いか と 思い 話し 始め た ら 面白 く 、 す ぐに 意気 投合 し まし た 。 


鈴木 氏 > 

異 業種 コラ ボ に は 、 メ リッ ト が た くさ ん あり ます 。 花 坂 さん は ひと り の 消費 者 と し て 商品 を 
見 て お り 、 思 っ て も いな か っ た こと を 、 ア イデ ア と し て 出し て くれ ます 。 こち ら が 売り た いも 
の と 実際 に 売れ る も の は 違い ます 。「 宮 古 を 水産 で 盛り あげ た い 」 と いう 思い は 花 坂 さん と 
共通 で あり 、 新 商品 を 作っ て ブラ ンド 化し 、 そ れ ぞ れ の 情報 発信 力 を 使い な が ら 、 水 産業 
に 注目 を 集め る こと か ら 始 め た いと 考え まし た 。 


花 坂 氏 > 

それ ぞ れ の 得意 分 野 を 生か すこ と で 、 仕 事 も スム ー ズ に 進み ます 。 商品 を 売り 込 も うと 
し た 際 、 モ ノ だ け 持 っ て いく の で は な く 、 販売 戦 略 か ら フ ライ ヤー まで 提案 し ます 。 セッ ト に 
な っ て いれ ば こち ら も 提案 が し や すく 、 相手 の 理解 も 早い 印象 で す 。 


鈴木 氏 > 

平成 27 年 11 月 に イカ 王子 ブラ ンド を 商品 と し て 売り 出し まし た 。 売り 場 や パッ ケー ジ デ ザ 
イン は 市 内 で 活動 する 「Art Eriy' s( ア ー ト エリ ー ズ )」 の 盛 岩 幸恵 さん が 担当 し て いま す 。 
彼女 も イカ 王子 プロ ジェ クト メン バー の 一 人 で 、「 宮 古 で も 自分 次 第 で いろ いろ な 仕事 が で 
きる 」 と 起業 し 、 地 域 を 盛り あげ る 存在 に な っ て いま す 。 男性 同士 で は 気が付か な いこ と も 
多く 、 女 性 目線 の 意見 も 重要 だ と 感じ させ られ て いま す 。 


イイ イカ を 見 つめ る 王子 “ 
+ 「 イ カ も 恋する イカ 王子 」 ポ スタ ー 


「 三 陸 王 国 イカ 王子 」 ブ ラン ド ロゴ マー ク 





【 情 報 発信 ③】 ポ ー タ ル サ イ ト 掲 載 復興 トピ ックス 記事 例 ② 


2017 年 10 月 10 晶 
【 企 業 が つなぐ で チ カラ (53) 】 酔 仙 酒 造 の 人 気 商品 「 雪 っ こ 」 に 化粧 品 の 
ジェ ル 美 容 液 が 登場 


TP171009001 
大 船渡 市 陸前 高田 市 


首都 園 で も 人 気 が 高い 、 酔 仙 酒 造 ( 株 ) (本 社 : 陸 前 高田 市 、 工 場 : 大 船渡 市 ) の 「 活 性 
原酒 雪 っ こ 」 を 原料 に し た ジェ ル 美 容 液 「 雪 っ こ オ ー ル イン ワン ジェ ル 」 が 、10 月 1 日 に 全国 
発売 され た 。 

今回 の 商品 は 口腔 ケア 商品 ・ 化 粧品 メー カー の 日 本 ゼ ト ッ ク ( 株 ) と の 共同 開発 で 実現 。 
日 本 ゼ ト ッ ク は 東北 復興 応援 を 目的 に 、 同 社 の 技術 力 で 地場 の 素材 を 原料 と し た 化粧 品 
を 製造 し 、 そ れ を 地元 企業 が 販売 し て 地域 活性 化 へ と つなげ る 取組 を 推進 し て いる 。 「 い 
わ て 三陸 復興 の か け 橋 プ ロジ ェクト 」 を 通じ て 発売 に つなが っ た 。 


も と に な っ て いる 「 活 性 原酒 委 っ こ 」 は 、 に ご り 酒 タイ プ の 日 本 酒 で 、 地 元 は も ちろ ん 、 復 
興 支援 等 で 訪れ た 県 外 の 人 た ちの 間 で も 、「 岩 手 の お みや げ 」 と し て 好評 の 商品 。「 雪 っ 
こ オ ー ル イン ワン ジェ ル 」 は 、 そ の 美容 成分 に より 乾燥 を 防ぎ 、 ワ ント ー ン 明る い 肌 を 演出 
し て くれ る 。 酔 仙 酒 造 の ある 陸前 高田 市 ・ 大 船渡 市 の 花 で ある 椿 か ら 抽 出し た ツバ キ 油 
の 香り も 特徴 だ 。 パ ッ ケ ー ジ に は 、 お な じみ の キャ ラク ター 雪 っ こと か まく ら が 描か れ て い 
る 。 


酔 仙 酒造 に よれ ば 、「 雪 っ こ オ ー ル イン ワン ジェ ル 」 は 、「 活 性 原酒 守っ こ 」 を は じ め と す 
る 植物 由来 の 自然 派 原料 を 使用 し て いる た め 、 ア ミノ 酸 や ビタ ミン B1、B2 な ど を 豊富 に 
含み 、 く すみ や 乾燥 に 悩む 方 、 ハ リ 不 足 や 年 齢 肌 に 悩む 方 に お すす め と の こと 。 1 本 で 化 
粧 水 、 乳 液 、 保 湿 液 、 美 容 液 、 ク リー ム の 5 役 を こなす 「 オ ー ル イン ワン 」 タ イプ で ある こと 
も 魅力 的 だ 。 

ー 本 松 茶 屋 ( 陸 前 高田 ) 、 カ ワ ト ク 大 船渡 (キャ ッ セ ン モ ー ル 内 )、 マ イヤ 各店 (お 酒 コー 
ナー) 、 い わ 井 (陸前 高田 ) 、JR 新 幹線 駅 の 売店 な ど で 販 売 し て いる ほか 、 酔 仙 酒 造 オン 
ライ ン シ ョ ッ プ で も 購入 で きる 。 


http://suisenshuzojp/products/yukikko-aiog.html  ( 酢 仙 酒 造 ホ ー ム ペー ジ ) 


「 活 性 原酒 守っ こ 」 と 「 雪 っ こ オ ー ル イン ワン 


添付 ファ イル 一 本 松 茶 屋 で の 販売 の 様子 


【 管 理 者 】 か け 橋 プ ロジ ェクト 事務 局 (RCF) 





3 復興 支援 ネッ トワ ー ク の 強化 


【 ネ ットワーク 構築 事例 】 岩手 か け 橋 共 創 ネッ トワ ー ク 会 議 の 開催 

















首都 圏 の 企業 等 と 、 県 及び 市 町 村 の 担当 者 等 が 、 意 見 交換 する 機会 を 都内 で 提供 。 
企業 ・ 目 治 体 の ネッ トワ ー ク の 強化 を 図り 、 発展 的 な マッ チン グ の 実現 を 目的 と し て 開 
催し て いる も の 。 




















第 1 回 














時 : 平成 29 年 9 月 4 日 
場 所 : 東 京都 千代 田 수조 
参加 者 : 54 名 
内 容 
・ 県 か ら 三 陸地 域 の 復興 の 状況 や 課題 の ほか 、 三 陸 DMO や ラグ ビー ワー ルド カッ プ 
2019" 釜 石 開催 等 の 新た な 動き を 説明 。 












































・ 企 業 か ら は 復興 支援 活動 の 取組 事例 を 発表 し た 後 、「 ヒ ト と モノ の 新た な 潮流 に 
よる 地方 久生 」 を テー マ に 意見 交換 を 実施 。 











第 2 回 














時 : 平成 30 年 2 月 7 日 
場 所 : 東京 都 千 代田 区 (Nagatacho GRID) 
参加 者 : 45 名 
内 容 
・ 県 か ら 治 岸 、 県 北 の 各 広 域 振 興 局 に お ける 取組 状況 を 説明 。 
・ 地 域 ・ 企 業 ・ 自 治 体 の 取組 事例 等 を 発表 し た 後 、「 躍 動 す る 地域 か ら 仕掛 ける 「 ま 
ち ・ ひ と ・ し ご と 」 一 岩手 で の 共 創 へ の チャ レン ジー」 を テー マ に 意見 交換 等 
を 実施 。 












































いわ て 未来 づく り 機構 復興 教育 作業 部 会 の 
実績 報告 ・ 活 動 計画 (30.4.20) 
ー マ : 復興 を 担う 人 材 の 育成 
座長 : 田代 高 章 担当 機関 : 岩手 大 学 











報告 要旨 
本 部 会 で は 、 平 成 26 年 度 か ら 「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 を 実施 し て いる 。 
平成 29 年 度 に お いて も 、 引 き 続 き 各 学 校 か ら の 依頼 に 基づき 講師 派遣 ・ プ ログ ラム 提供 を 実施 。 
計 2 件 の 派遣 を 行っ た 。 
今年 度 は 広報 活動 を 強化 し 、 小 中 高等 学校 の 校長 会 等 で 活動 の PR を 行っ た が 、% wo 
は 減少 し た 。 この こと に つい て 、 ど こ に 要因 が ある の か 岩手 県 教育 委員 会 と 協議 を 行い 、 学校 側 の ニー 
の 把握 に 努め る と と も に 、 平 成 31 年 度 以降 の 在り 方 に つい て 検討 を 開始 し た 。 
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1. 平成 29 年 度 の 作業 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ トブ プット ) 


の ご Te a 
共有 を 行う と と も に 今後 の 効果 的 な 広報 の 在り 方 や 来年 度 以降 の 実施 
に 向け 意見 交換 を 行っ た 。 





















































































































































2. 平成 29 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 


平成 29 年 度 事業 計画 平成 29 年 度 事業 実績 ・ 成 果 ・ 課 題 

「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 の 県 内 小 〇 岩手 県 教育 委員 会 の 協力 の 下 、 県 内 の 小 中 高 校 へ の PR 活 
学校 、 高 校 へ の 周知 活動 を 継続 し | 動 の 一 環 と し て 、4 月 の 校長 会 等 で 資料 を 配布 し た 。 
て 行い 、 引 き 続 き 各 校 の 依頼 に 基 づ | 〇 「 い わ て の 師匠 」 派 中 事業 実施 状況 

き 講 師 派遣 ・ プ ログ ラム 提供 を 行う 。 各 学 校 か ら の 依頼 に 基づき 、 講師 派遣 ・ プ ログ ラム 提供 


を 行い 、 平 成 29 年 度 は 2 件 の 講師 派遣 を 行っ た 。 









































































































































3. 平成 30 年 度 の 活動 計画 
(1) 目標 ・ 出 すべ き 成 果 
〇 「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 の 県 内 小 中 学 校 、 高 校 へ の 周知 活動 を 継続 し て 行い 、 引 き 続 き 
各 校 の 依頼 に 基づき 講師 派遣 プロ グラ ム 提 供 を 行う 。 
〇 学校 側 の ニー ズ に 沿っ た 活動 の 検討 
(2 ) 活動 計画 
〇 学校 側 の 依頼 に に り 「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 を 実施 する 。 
〇 岩手 県 教育 委員 会 の 協力 の も と 、 本 事業 の 趣旨 ・ 活 動 内 容 に つい て 、 県 内 の 小 中 高 等 学校 長 
会 議 等 で の 説明 や 資料 配布 に よる 周知 を 行う 。 
〇 いわ て の 復興 教育 プロ グラ ム が 平成 30 年 度 で 一 区 切り と な る こと か ら 、 平 成 31 年 度 以降 の こ 
と に つい て 引き 続き 検討 を 行う 。 
























































H29 年 度 「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 講師 派遣 状況 一 覧 (H30.3.31 現 在 ) 


依頼 元 派遣 元 


岩手 医科 大 学 災害 医学 講座 
特命 教授 眞 瀬 智彦 





_ ： 바사 特命 助教 藤原 弘之 |・ 災 害 時 の 医療 活動 に つい て 
八幡 平 市 立 西 根 中 学校 sk 2 年 生 84 名 八幡 平 市 立 西根 中 学校 ・ 災 害 時 の 情報 通信 
el 災害 時 地域 医療 支援 教育 セン |・ ラ ッ プ ポン 
ター 職員 
i 『「 き ょ う も げん きだ ! 」~ は や ね ・ は や お き ・ あ さ ご は ん へ 』 
11 月 18 晶 ( 土 ) | 小学 校 1~6 年 生 7 名 | 岩手 大 学 教育 学部 。 |・ 子 ども の 成長 と 睡眠 の 関係 に つい て 
戸町 立 和 鳥海 小学 校 13:45~15:15 2 이 ーー 戸町 立 伺 海 小学 校 | 。 稀 常 勤 講師 吉田 智 子 。 | 朝食 の 役割 と 献立 に つい て 


・ 外 遊び と 運動 能力 の 関係 に つい て 


(样式 2 ) 


「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 授業 ・ 講 演 実 施 報告 


提出 先 : いわ て 未来 づく り 機 構 復興 作業 部 会 事務 局 (岩手 大 学 地域 連携 推進 課 ) 
FAX 019-621-6493 e-mail renkei②1wate-u.ac.JD 











2017 特 7 月 6 旧 
学校 名 八幡 平 市 立 西 根 中 学校 





授業 ・ 講 演 等 実施 日 時 ・ 会 場 
2017 年 7 月 6 日 ( 木 ) 10 時 4 5 分 て 12 時 35 分 

授業 ・ 講 演 等 者 所 属 ・ 氏 名 

災害 医学 講座 特命 教授 眞 瀬 智 彦 

災害 医学 講座 特命 助教 藤原 弘之 

災害 時 地域 医療 支援 教育 セン ター 職員 
授業 ・ 講 演 等 対象 ・ 参 加 人 数 

八幡 平 市 立 西 根 中 学校 2 学年 8 4 名 

実 施 内 容 





本 校 2 年 生 は 姉妹 都市 で ある 宮古 市 を 9 月 に 訪問 し 、 ボ ラン ティ ア 活 動 を 行う 
予定 で ある 。 1 年 生 は 陸前 高田 、 3 年 生 は 釜石 方 面 を それ ぞ れ 3 年 間 継 続 し て 訪 
問 し 、 復 興 の 様子 を 見 届け な が ら 地 元 の 方 々 と 交流 を し て いる 。 

今年 度 2 年 生 は 田老 の 防災 セン ター を 訪れ 当時 の 様子 や 防災 に つい て の 学習 を 
する 予定 で あや る が 、 そ の 事前 学習 と し て 「 生 きる 」「 備 える 」「 関 わる 」 の 備え る 
に か か わる 講演 会 と し て いわ て の 師匠 派遣 事業 の 講演 会 を お 願い し た 。 

当日 は 災害 時 の 医療 に つい て 講演 を し て いた だ き 、 優 先 順位 を つけ て 治療 に あ 
た る トリ アー ジ に つい て 学ん だ 。 後半 は 衛星 電話 、 ト ラン シー バー、 携 帯 ト イレ 


に つい て 体験 し た 。 九 州 で は 大 雨 に よる 災害 も 発生 し て いる 。 災害 が な ん どき 起 
きる か 分 か ら な い の で 、 そ の た め に 心 の 備え を する 必要 が ある 。 そ の 時 の た め に 
も この よう な 体験 は 必要 で ある と 思う 。 





< 注意 > 本 報告 は 授業 ・ 講 演 等 実施 後 10 日 以内 に ご 提出 くだ さい 。 本 報告 は 提供 ・ 派 遣 元 機 
関 等 に 報告 し ます 。 提 供 ・ 派 遣 し た 機関 等 で は 本 報告 内 容 (写真 含む ) を 公表 する 
場合 も ご ざい ます の で 、 ご 了承 の うえ で ご 報告 願い ます 。 


(样式 2 ) 


所 出先: OTR SP EA oe ew 


FAX 019-621-6493 e-mail renkei@iwate-u.ac.jp 


平成 2 9 年 1 1 月 27 日 
学校 名 一 戸町 立 鳥海 小学 校 








授業 ・ 講 演 等 実施 日 時 ・ 会 場 
講演 日 時 2 9 年 1 1 月 1 8 日 ( 土 ) 1 3 时 4 5 分 ~~15 时 1 5 分 
講演 会 場 鳥海 小学 校 体育 館 





授業 ・ 講 演 等 者 所 属 ・ 氏 名 
岩手 大 学 教育 学部 非常 勤 講師 吉田 智子 氏 
授業 ・ 講 演 等 対象 ・ 参 加 人 数 
鳥海 小学 校 1 一 6 年 生 (全校 児童 ) 2 7 名 , 保護 者 2 1 名 , 教職 員 8 名 


実 施 内 容 
< 題 ラ 「 き ょ う も げん きだ ! 」 て は や ね ・ は や お き ・ あ さ ご は ん て 
< 講演 要旨 > 
・ 子 ども の 成長 と 睡眠 の 関係 に つい て 
・ 朝 食 の 役割 と 献立 に つい て 
・ 外 遊び と 運動 能力 の 関係 に つい て 
く 児 童 の 感想 か ら > 
・ は や ね ・ は や お き ・ あ さ ご は ん の こと を た くさ ん お し えて も らい まし た 。 8 時 に ね る と 
いい こと が わか り ま し た 。 今度 か ら 8 時 に ね た いで す 。 
生活 習慣 を 見 直す いい 機会 に な り ま し た 。 よ り よ い 生 活 を し て いこ うと 思い まし た 。 
< 保護 者 の 感想 か ら > 
・ 子 ども た ち が 9 0 分 間 も し っ か り 話 を 聴い て いた こと に 驚き まし た 。 睡眠 の 時 間 だ け で 
は な く , 睡眠 を と る 時 間 帯 も 大 事 だ と 解り まし た 。 朝食 は ご 飯 と 具 ど だ くさ ん の 味噌 汁 が 
よい と 聴き 、 早速 見 直し を し よう と 思い まし た 。 
・ 有 睡眠 の 役 割 や 学力 と の 関係 、 睡眠 不足 が 不 登校 を 引き 起こ すこ と な ど 、 お 話 を 聞い て 知 
ら な か っ た こと が た くさ ん あり まし た 。 
く 講 演 に よる 効果 > 
長年 研究 を 続け て きた 講師 か ら 睡 眠 や 朝食 の 大 切 さ を , 豊富 な 資料 と 具体 的 な 例 を 示 
し て いた だ き な が ら 解 りや すく 教え て いた だ きま し た 。 生活 習慣 を 見 直し た いと いう 児 
童 が 多く 見 られ ま し た 。 児童 ・ 保 護 者 ・ 教 職員 と 三 者 が 同時 に 講演 を 聴く こと で , 今後 
も 協力 し 合い な が ら 実 践 する た め の 拠 り 所 と な る 有意 義 な 講演 会 と な り ま し た 。 














いわ て 未来 づく り 機 構 いわ て 復興 未来 塾 作業 部 会 の 


実績 報告 ・ 


活動 計画 (30.5.21) 


テー マ : 復興 や 地域 づく り の 担い 手 の 育 成 及 び 人 材 の ネッ トワ ー ク づく り 





座長 : 森 


達也 


担当 機関 : 岩手 県 復興 局 











报告 要 由 





復興 を 担う 個人 や 団体 な ど 多様 な 主体 に 学び の 場 を 提供 する と と も に 





や 連携 を 図 
り を 推進 する た め 











「 い わ て 復興 未来 塾 」 を 開催 し た 。 











互 の 交流 














りな が ら 、 復 興 や 地域 づく り の 担い 手 の 育成 と 人 材 の ネッ トワ ー ク づく 











1. 平成 29 年 度 の 作業 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ トブ プット) 









































































































































回 開催 日 時 会 場 ~ 参加 者 数 
加 | 平成 29 年 ホテ ルル イズ | 多様 な 視点 か ら 考 える 復興 の 今 と 約 140 수 
6 月 24 日 (十) | 盛岡 将来 ： 
Es ふる さと いわ て 三陸 ~~ な りお ね わ 
5 2 1 ㅁ 船渡 魚 市 場 * 
第 2 9 月 16 日 〈 士 ) | 大 船渡 人 魚 市 場 | xc oR RE ~ 約 150 名 
平成 30 年 エス ポワール 그 
; 3 復興 の 希望 未来 予想 図 を 語 % 
第 3 1 月 27 日 (十 ) | いわ て 復興 の 希望 未来 予想 図 を 約 200 名 
0 ホテ ルル イズ | 地域 を つなぎ 、 未 来 を 拓く て 新た な 交流 | ,, 
a | he か ら 生ま れる 三陸 の 可能 性 を 探る て |S 
※ 各 回 の 詳細 は 、 別 紙 の と お り 。 











2. 平成 29 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 


平成 29 年 度 事業 実績 ・ 成 果 ・ 課 題 


平成 29 年 度 事業 計画 


出す べき 成果 
県 復興 実施 計画 (第 3 期 ) が 策定 


(1) 目標 ・ 























































































1 ) 活動 状況 ・ 成 果 
・ 開 催 状 況 は 、 上 記 1 の と お り 。 

































































戦略 の ほか 、 現 在 県 が 策定 を 進め て いる 次 








」 の 考え 方 も 取り 





は 講師 等 と 参加 者 が 意見 交換 
こよ り 、 様 々 な 人 的 ネッ トワ ー ク 形成 に つ 





され た こと を 踏ま え 、 復 興 後 の 地 域 ・ 若 者 や 女性 の 視点 を 取り 入れ た 活動 や 三陸 地域 の 今後 
振興 を 見 据え た 議論 に 資す る 開催 の 発展 に 向け た i 
内 容 に する 必要 が ある 。 | 期 総合 計画 と 軌 を 一 に する 「 プ ラチ ナ 社 会 
(2 ) 活動 計画 | 入れ な が ら 、 復 興 の 先 を 見 据え た 地域 振興 に つい て 議論 
・ 年 4 回 開催 。 | する 場 を 設け る こと が で きた 。 
・ 開 催 内 容 は 、 県 内 外 の 有識者 に よる | ・ 復 興 塾 終了 後 の 交流 会 で 
講演 や 被災 地 等 で 活躍 する 人 た ち を 行う こと 
に よる 報告 な ど 。 | な が っ た 。 
| (2) 课题 





本 復興 塾 に つい て 、 よ り 多 く の 人 た ち に 参加 いた だ 


| ける よう 、 既 参加 者 を 通じ た 稔 謗 を 含め 周知 





| る 必要 が ある 。 





に 力 を 入れ 




















3. 平成 30 年 度 の 活動 計画 

(1) 目標 ・ 出 すべ き 成 果 

より 良い 復興 の 実現 に 向け 、 復 興 に 関わ り た いと 考え て いる 多く の 方 々 に 復興 に 関 
する 学び の 場 を 提供 する と と も に 、 参 加 さ れ た 方 々 の 交流 や 連携 を 推進 する 。 

(2 ) 活動 計画 

上 記 観 点 を 踏ま え 、 い わ て 復興 未来 塾 を 年 3 回 開催 。 7 月 17 日 ( 火 ) に 「 東 日 本 

大 震 災 津波 か ら 学 ぶ 」 を テー マ に 第 1 回 目 を 開催 予定 と し て いる 。 今回 は 、「 国 際 
防災 ・ 危 機 管 理研 究 岩手 会 議 」 (主催 : 岩手 大 学 地域 防災 研究 セン ター 等 ) に お け 
る 一 般 向 プ ログ ラム と し て 開催 する 。 

今後 は 、 第 2 回 を 9 月 16 日 (日) に 釜石 市 に て 、 第 3 回 を 12 月 に 盛岡 市 内 で 開催 
予定 と し て いる 。 
















































































いわ て 復興 未来 塾 平成 29 年 度 開催 実績 


日 程 


会 場 


テー マン 講師 ・ パ ネリ スト 





H29.6.24 
(고) 


ホテ ルル イズ 盛岡 
(参加 者 約 140 名 ) 


基調 報告 「 震 災 復 興 か ら 日 本 を 先導 する 三陸 モデ ル の 創造 へ 」 
飯尾 潤 氏 (政策 研究 大 学院 大 学 教授 ) 





パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン 
「 多 様 な 視点 か ら 考 える 復興 の 今 と 将来 」 
・ コー ディ ネー ター 
村松 文代 氏 (( 株 )IBC 岩 手 放 送 報道 局 ・ ア ナウ ンス 部 専 任 部 長 ) 
・ パネ リス ト 
戸塚 絵梨 子 氏 (株) パソ ナ 東 北 創 生 代表 取締 役 ) 
下 向 理奈 氏 (NPO 法 人 の ん の り の だ 物語 代表 理事 ) 
エミ リー・ ハ ラム ズ 氏 (釜石 市 国際 交流 員 ) 





第 2 回 


H29.9.16 
(고) 


大 船渡 魚 市 場 
(参加 者 約 150 名 ) 


基調 報告 「 三 陸 復 興 と 地域 産業 の あり 方 」 
関 満 博 氏 (一 橋 大 学 名 誉 教授 、 明 星 大 学 经 济 学 部 教授 ) 





パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン 
「 ふ る さと いわ て 三陸 な り わ い 発展 の 戦略 を 探る こ 」 

・ コー ディ ネー ター 

関 満 博 氏 
・ パネ リス ト 

를 徹 氏 (株 ) キ ャ ッ セ ン 大 船渡 取締 役 ) 
伊東 孝 氏 (陸前 高田 商工 会 会 長 ) 
米谷 春夫 氏 (株) マイ ヤ 代表 取締 役 社長 ) 
梅木 典子 氏 (PwC あら た 有限 責任 監査 法人 パー トナ ー) 





第 3 回 * 


H30.1.27 
(고) 


エス ポワール いわ て 
(参加 者 9 200 名 ) 


基調 講演 「 プ ラチ ナ 社 会 の 実現 と 復興 」 
小 富山 宏 氏 ( 絆 三菱 総合 研究 所 理事 長 ) 





パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン 
「 希 望 を つなぐ 地域 防災 と コミ ュ ニ ティ 」 
・ コー ディ ネー ター 
坂口 奈央 氏 ( 元 アナ ウン サー、 日 本 災害 復興 学会 復興 支援 委員 兼 広 
報 委員 ) 
・ パネ リス ト 
山崎 麻里 子 氏 (( 公 社 ) 中 越 防災 安全 推進 機構 マネ ー ジ ャ ー) 
佐々 木 慶一 氏 ( 大 楼 是 安 渡 町 内 会 会 长 ) 
二宮 해둔 氏 ( 釜 石 リー ジョ ナル コー ディ ネー ター 協議 会 ( 釜 援 隊 ) ) 
小山 雄士 氏 ( 大 植 町 震 災 検証 室長 、 元 県 総合 防災 室長 ) 








第 4 回 





H30.3.17 
(고) 





ホテ ルル イズ 盛岡 
(参加 者 約 120 名 ) 


基調 報告 
『 北 海道 胆振 地域 と 三陸 と の 新た な 交流 の 可能 性 」 
本 間 研一 氏 (北海 道 胆 振 総 合 振 興 局 長 ) 
「 三 陸 ・ 岩 手 ・ 東 北 の 観 光復 興 の た め に 」 
松本 順 氏 (みち の り ホ ー ル ディ ング ス 代 表 取 締 役 社長 ) 








パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン 
「 交 通 ネ ットワーク を 生か し た 新た な 交流 の 創出 」 
・ コー ディ ネー ター 
江幡 平三郎 氏 (IBC 岩手 放送 アナ ウン ス 部 長 ) 
・ パネ リス ト 
岡田 悦 明 氏 (川崎 近海 汽船 (株 ) フ ェ リ ー 部 長 ) 
中 村 一 郎 氏 (三陸 鉄道 (株 ) 代 表 取 締 役 社長 ) 
지비 研一 氏 (基調 報告 者 ) 
松本 順 氏 (基調 報告 者 ) 





※ いわ て 三陸 復興 フォ ー ラ ム 全 体 会 と 併催 








Global Conference on the International Network o 
Disaster Studies in Iwate, Japan 
“Iwate Conference” 


国際 防災 ・ 危 機 管理 研究 
石手 会 5 
日 程 : 2018 年 / 月 1 78-208 


会 場 178-198) : アイ ー ナ いわ て 県 民 情報 交流 セン ター 
(盛岡 市 盛岡 駅 西 通 1 丁目 7 番 1 号 ) 
テー マ : 大 規模 災害 、 緊 急 対応 、 地 域 復興 
エク スカ ーション (19 日 -20 日 ) : 陸前 高田 市 等 東日本 大 震 災 被災 地 
URL : https://inds-iwate.or9 


米国 、 中 国 、 日 本 等 世界 の 防災 、 危機 管理 に 関す る 専門 家 が 集 ま 
り 、 大 規模 災害 の 様相 、 緊 急 対応 、 地 域 力 な ど 地域 復興 に 関す る 1 

各国 の 知見 や 成果 を 発表 、 共 有する と と も に 、 広 く 国内 外 に むけ トト 
て 東日本 大 圭 災 を 経験 し た 岩手 か ら 発信 し て いき ます 。 j 


一 般 を 対象 と し た 講演 、 パ ネル ディ スカ ッ シ ョ ン 等 も 予定 し て い 
ます 。 詳 し く は 人 岩手 会 識 専 ホー ムペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 
(ホー ムペ ー ジ は 随時 更新 し て いき ます ) 





・ 岩手 大 学 地域 防災 研究 セン ター。。 
清华 大 学 公共 管理 学 院 危机 管 
ハー バー ド 大 学 ケ ネ デ ィ ス クタ 
: 岩手 県 、 復 興 庁 / 






いわ て 未来 づく り 機 構 ふる さと いわ て 創造 作業 部 会 の 
実績 報告 ・ 活 動 計画 (30.4.20) 


テー マ : 地元 大 学生 及び 首都 圏 大 学生 の 岩手 県 内 就職 の 促進 





座長 : 小野 寺 純 治 担当 機関 : 岩手 大 学 











報告 要旨 

「 ふ る さと いわ で 推進 協議 会 」 と 「 い わ て で 働 こう 推進 協議 会 」 と の 連携 に より 、 地 元 大 学生 と 県 内 事業 所 
と が 交流 を 行う 「 ふ る さと 発見 ! 大 交流 会 in Iwate2017」 を 実行 委員 会 方 式 に より 開催 し た 。 また 、 地方 創 
生 型 イ ンタ ー ン シッ プ な ど 首 都 圏 大 学生 の 岩手 県 内 就職 に 向け た 取組 に つい て は 昨年 度 に 「 い わ て で 働 
こう 推進 協議 会 」 が 対応 する こと を 確認 し て いる が 、 よ り 広 範 な 展開 を 図る た め 本 部 会 に お いて も 情報 交換 
等 を 実施 し て きた 。 
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1 . 平成 29 年 度 の 作業 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ トブ プット ) 














平成 29 年 8 月 8 日 第 1 全 

・ 実 行 委 員 規 約 、 開 催 要 領 、 出 展 要領 等 に つい て 協議 

成 29 年 9 月 5 日 第 2 回 実行 委員 会 

・ 出 展 企業 等 に つい て 協議 
3 [5 
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平成 29 年 11 月 8 日 第 実行 委員 会 
・ 当 日 の 開催 体制 等 に つい て 協議 
平成 29 年 11 月 19 日 「 ふ る さと 発見 ! 大 交流 会 in Iwate2017」 開 催 











成 30 年 1 月 26 日 第 4 回 実行 委員 会 
・ 開 催 結果 の 報告 、 次 年 度 開催 に つい て 意見 交換 






























































【 イ ンタ ー ン シッ プ を 受け 入れ る コー ディ ネー ター の 研修 及び ネッ トワ ー ク 化 】 
平成 29 年 10 月 27 晶 イン ター ンシップ 支援 担当 者 情報 交換 会 
・ 県 内 市 町 村 担 当 者 等 を 対象 に 地域 志向 型 イ ンタ ー ン シッ プ の 実施 事例 を 
紹介 
平成 0 年 3 月 26、27 日 イン ター ンシップ ・ コ コーディネー ター 合 答 意 見 交換 会 




























































































杏林 大 学 と の 連携 強化 】 
成 29 年 3 月 8 日 小野 寺 座 長 が 杏林 大 学 FD・SD で 教員 ・ 職 員 約 100 名 に 対し て ふる さと いわ て 
創造 プロ ジェ クト に つい て 説明 
成 29 年 7 月 21 日 小野 寺 座 長 が 査 林 大 学 学生 役 500 名 に 対し て ふる さと いわ て 創造 プロ ジェ 
クト を 講義 
成 30 年 2 月 5 一 8 日 ”杏林 大 学 (学生 12 名 、 教 員 2 名 ) が 釜石 市 に お いて フィ ー ル ド 学 修 を 実施 
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2. 平成 29 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 


























平成 29 年 度 事業 計画 平成 29 年 度 事業 実績 ・ 成 果 ・ 課 題 
EE 1 学生 と 企業 等 と の 交流 の 場 の 創 | 平成 29 年 11 月 19 日 (日 ) に 岩手 大 学 第 1 体育 館 に お いて 
出 開催 。 学生 1, 150 名 ( 含 高校 生 218 名 ) な ど 約 2 千 名 が 参加 
し 、173 県 内 事業 所 と 活発 な 交流 が 行わ れん た 。 な お 、 参 加 




















し た 学生 、 事 業 所 と も 満足 度 が 8 割 以 上 で あっ た 。 (別紙 
資料 参照 ) 








2 














2 イン ター ンシップ を 受け 入れ る | 平成 28 年 度 に 岩泉 町 の み で 実施 され た 地域 志向 型 イ ン 

コー ディ ネー ター の 研修 及び ネッ ト ター ンシップ は 、 平 成 29 年 度 に は 岩泉 町 、 葛 巻 町 、 西 和賀 

eh 町 、 二 戸 地域 の 4 地域 で 実施 され 、 受 け 入れ 側 の コー ディ 
| ネー ト 体 制 が 構築 され つつ ある 。 特に 西 和 人 賀 町 を フィ ー ル 
| ド と し た イン ター ンシップ は 、 学 生 が コー ディ ネー ター を 
| 務め た 「 学 生 に よる 学生 の た め の イ ンタ ー ン シッ プ 」 で あ 
| り 、 共 感 し た 横浜 国立 大 学 か ら 2 名 の 学生 が 参加 する な ど 、 
| 地方 創 生 型 イ ンタ ー ン シッ プ の あり 方 に 大 き な 示 唆 を 与 
ak 
| 今後 は 音 都 園 大 学 に も 受け 入れ られ る よう 、 よ り 教 育 タ 
| 果 の 高い イン ター ンシップ の 実施 に 向け て コー ディ ネー 
| ター の 企画 力 向上 を 図る 必要 が ある 。 





















































































































































3 杏林 大 学 と の 連携 活動 強化 | 杏林 大 学 の フィ ー ル ド 学 習 は 釜石 か ら 岩手 大 学 に 派遣 
され て いる 共同 研究 員 が コー ディ ネー ト を 行い 、 査 林 大 学 
生 に と っ て 満足 度 の 高い 学修 と な っ た 。 そ の 一 方 、 地域 で 
の 移動 手段 や 地元 学修 に お いて 地元 関係 者 の ボラ ン テ ィ 
ア で の 支援 と な り 、 持 続 的 展開 の た め に は 有償 化 を 検討 す 
る 必要 が ある 。 
また 、 ア トレ ヴィ 三鷹 に お いて 査 林 大 学 と の 共同 企画 
し て 「 そ ば 処 善 左衛門 いわ て 利き 酒 セ ッ ト 」 が wo 
提供 され て いる (3 月 31 日 まで ) 。 
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3. 平成 30 年 度 の 活動 計画 

( 1) 目標 ・ 出 すべ き 成 果 
1 学生 と 企業 等 と の 交流 の 場 の 創出 
2 イン ター ンシップ を 受け 入れ る コー ディ ネー ター の 研修 及び 組織 化 
3 人 耕 林 大 学 と の 連携 活動 





























(2 ) 活動 計画 
ふる さと いわ て 創造 協議 会 及び いわ て で 働 こ う 推 進 協議 会 と の 連携 の 下 に 
1 「 ふ る さと 発見 ! 大 交流 会 in Iwate2018」 の 開催 
・ 日 時 平成 30 年 12 月 15 日 (1) 13 時 て 16 時 




























































































(1) 来場 者 数 2,200 人 (うち 大 学生 1, 100 人 ) 
(2) 出展 者 数 240 ブ ー ス (うち 事業 所 ブー ス 185 程 度 ) 
2 地域 志向 型 イ ンタ ー ン シッ プ 等 の 企画 ・ 受 け 入れ コー ディ ネー ター の 研修 、 組 織 化 
F 成 31 年 度 か ら の 首都 圏 大 学生 の 岩手 で の イン ター ンシップ の 実施 に 向け た 査 林 大 学 及 
び 首 都 圏 協力 大 学 (横浜 国立 大 学 、 首 都 大 学 東京 、 東 京 海洋 大 学 、 北 里 大 学 、 立 教 大 学 ) へ 
の 働き か け 
4 杏林 大 学生 の 本 県 で の フィ ー ル ド 人 学修 等 の 促進 
を 行う 。 
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「 ふ る さと 発見 ! 大 交流 会 in Iwate 2017」 の 開催 結果 報告 























1 開催 目的 

(1) 学生 が 岩手 県 内 の 企業 や 行政 、NPO 等 と の 交流 を 通じ て 社会 の 在り ふき さと 発見 ! 
よう を 学び 、 ま た 、 学 生 等 が 自ら の 研究 や 学び の 成果 を 発信 する 場 を 広 도 
く 提 供する こと に より 、 学 生 自 ら が 生き 方 ・ 働 き 方 を 主体 的 に 考え る 学 交 
び の 場 と し て の 提供 流 

(2) 県 内 企業 や 行政 、NPO 等 が 、 そ れ ぞ れ の 社会 的 存在 や 特徴 的 な 取組 の 会 


展示 発表 を 通じ て 、 学 生 に と っ て 魅力 ある 生き 方 や 働き 先 を 考え る 機会 
を 提供 し 、 将 来 的 に 地元 就職 へ の 機運 を 高め て いく 
(3) 出展 者 同士 が 交流 する こと を 通じ た イノ ベー ショ ン 創 出 の 機会 の 提供 

















2 開催 日 時 及び 会 場 
平成 29 年 11 月 19 日 (日 ) 
10:00-12:00 併催 フォ ー ラ ム (岩手 大 学 総合 教育 研究 棟 教 育 系 ) 
13:00-16:30 大 交流 会 (岩手 大 学 第 一 体育 館 ) 














3 出展 団体 数 
173 事業 所 等 (も の づく り 42、IT13、 環 境 ・ エ ネル ギー6、 医 療 ・ 介 護 ・ 福 祉 20、 
農林 水産 ・ 食 ・ 六 産 19、 地 域 資 源 ・ 観 光 ・ 暮 らし 29、 ひ と づく り ・ ま ち づ く り 46) 





4 参加 者 数 
・ 参 加 高 等 教育 機関 の 学生 905 名 (内 訳 : 岩手 大 241、 県 立 大 ( 含 盛岡 短大 ) 392、 宮古 短大 25、 
富士 大 13、 盛 岡 大 87、 一 関 高専 147) 




















・ コ ン ツ 連携 高 校生 218 名 ( 西 和賀 30、 千 厩 98、 種 市 18、 久 慈 東 2、 岩 泉 70) 
・ 一 般 100 名 
・ 出 展 者 650 名 
・ 実 行 委員 会 関係 者 等 50 名 
合計 1,946 名 


5 併催 フォ ー ラ ム 
・ 学 生 向け イン ター ンシップ フォ ー ラ ム 
・ 働 く ジ ブン 、 未 来 の ジブ ンー 岩手 大 学 OG と " 職 と 生き 方 "に つい て 考え る 
・ 公 務 員 の ライ フス タイ ルー ある 市 職員 の 日 常 や し ご と か ら 一 
・ 未 来 を 創る ベン チャ ー 企 業 、 若 手 社員 の 本 音 ト ー ク 
・ 学 内 カン パニ ー : 会 社 を 作っ て みよ う ! 
・ 大 学 は お も る しろい! 一 理工 学 和信 DD 诱 WW 一 




















・ 最 前 線 の 遊び 方 ー デ ジタル エン タテ イメ ント は 始ま っ を た ばかり 
・ 授 業 体験 一 課題 解決 力 の 向上 を 目指 そう ! ~ 


6 特徴 
(1) 主役 は 若者 
(2) 学生 実行 委員 会 の 企画 を 事業 教導 機関 等 実行 委員 会 が 受け て 推進 
(3) 岩手 県 内 大 学生 ・ 高 校生 1,150 名 を 含む 2 千 名 が 交流 
(4) 普段 着 で の 交流 (ネクタイ ・ 背 広 の 着用 禁止 ) 
(5) 出展 団体 を 学生 が 取材 
出展 事業 所 173 の うち 、60 事業 所 を 学生 が 事前 取材 し 、 出 展 企業 紹介 冊子 に コメ ント 
(6) 教育 の 場 と し て ゃ 活用 
キャ リア 教育 や 地域 科目 な どの 授業 に 活用 
(7) 8 つの 多彩 な フォ ー ラ ム を 併催 
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ふる さと 発見 ! 大 交流 会 in Iwate 2017 出展 者 アン ケー ト 


る ^ も の づく り 

全 BIT 

@ C 環 境 ・ エ ネル キ ギー 

@D 医 療 ・ 介 護 ・ 福 祉 

@ E 틈 하 가도 ㆍ 효 ㆍ 죠 ㅅ 표 
@ 『 地 域 资 源 ㆍ 했 x ㆍ 효 5 
@ G ひ と づく り ・ ま ち づ く り 





< (来場 者 を 勘案 し て ) 会 場 の 広 さ を ど う 感 じ た か 





@ 王堂 に 姓 足 
@ 초도 
@ 不 满 
@ 주 1- 수 츠 





2 当日 は 何 名 で 参加 し た か 


集計 結果 


回 答 数 125 





2 ブー ス 来 訪 者 の 反応 





@ か なり 良かっ た 
@ 良かっ た 

@ 正定 通り だ っ た 
⑧ 長く な か っ た 


< 来年 度 以降 も 開催 する と し た ら 、 


また 出展 し た いと 思う か 





思う 

筐 わな い 

スケ ジュ ー ル が 合え ば は 出展 し た い 
@ 2 千 さ れれ は 出展 し ます 

@ 上 記 の 和書 志 が 修正 され る の な ら 。 
る その 時 の 状況 に よる 

@ 未 年 の 状況 昇 て 検討 し ます 

@ aR. FHL 


ふる さと 発見 ! 大 交流 会 in Iwate 2017 来場 者 アン ケー ト 


< 回 答 者 の 所 属 等 





< 大 学生 学年 別 割合 


集計 結果 


回 答 数 657 


< 大 学生 回 答 者 の 所 属 





大 交流 会 を どの よう に し て 知っ た か 


0% 20% 40% 605 80% 100% 
ホー ムペ ー ジ \sNS as 。 
チラ シ や ポス ター 国明 123 

新聞 広告 05 
新聞 記事 02 

授業 等 で 先生 か ら 紹介 が あっ た 。 。 869 
友達 か ら 聞い た | 21 
保護 者 か ら 聞 いた | 08 
その 他 | 41 
无 回答 05 


大 交流 会 に 参加 し た きっ か け 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 
県 内 企業 を 知り た いか ら Ja25 
県 内 で 就職 し た いか ら 119 
果 内 大 学 [= 道学 L 大 Lv 办 글 41 
momen II cs 
先生 に 勧め られ た か ら B421 
保護 者 に 勧め られ た か ら | 05 
友達 に 謗 われ た か ら | 20 
近所 だ か ら | 1.1 
ブー ス 出 展 団体 等 の 関係 者 だ か ら | 29 
その 他 图 41 
无 回答 | 1.1 





いわ て 未来 づく り 機 構 イノ ベー ショ ン 推 進 作業 部 会 の 
実績 報告 ・ 活 動 計画 (30.5.21) 


テー マ : 岩手 型 イ ノ ベ ー シ ョ ン の 推進 に つい て 
座長 : 佐々 木 淳 担当 機関 : 科学 ILC 推 進 室 











報告 要旨 

本 県 の 各 機 関 の 持 つ ポ テン シャ ル を 生か し て イノ ベー ショ ン の 創出 に 向け た 取組 を 強化 する た 
め 、 平 成 29 年 度 か ら 本 作業 部 会 を 設置 し 、 検討 を 開始 。 
平成 29 年 度 は 、 県 内 研究 機関 の イノ ベー ショ ン 創 出 に 向け た これ まで の 取組 の 状況 や 、 本 県 の 研 
究 開 発 に 係る 状況 の 調査 分 析 を 実施 。 














































































































1. 平成 29 年 度 の 作業 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ トブ プット) 

















県 内 各 機 関 の 取 組 の 状況 の 調査 分 析 
第 2 回 平成 29 年 12 月 20 日 ( 水 ) 
県 内 各 機 関 の 取組 状 況 及び 研究 開発 に 係る 状況 の 調査 分 析 






















































































平成 29 年 度 事業 計画 平成 29 年 度 事業 実績 ・ 成 果 ・ 課 と 






















































イノ ベー ショ ン に 必要 な 県 内 研 | 【 活 動 状 況 】 

究 機 関 の ポ テン シャ ル 分 析 | 第 1 回 作業 部 会 平成 29 年 10 月 19 日 ( 木 ) 開催 
| 第 2 回 作業 部 会 平成 29 年 12 月 20 日 (x) 開催 
| 【 成 果 等 】 


次 年 度 の 検討 に 向け 、 県 内 各 機 関 の イ ノ ベ ー シ ョ ン 創 
出 に 向け た これ まで の 取組 の 現状 や 、 本 県 の 研究 開発 に 
係る 状況 を 把 所 。 
[調査 分 析 内 容 ] 

・ 各 機関 等 の 取組 状況 
・ 研 究 開発 状況 

研究 機関 の 状況 、 企 業 の 状況 、 共 同 研究 状況 等 






































































































































3. 平成 30 年 度 の 活動 計画 
(1) 目標 ・ 出 すべ き 成 果 
平成 29 年 度 の 調査 分 析 結果 を 踏ま え 、 次 期 総 合計 画 と 整合 を 図り な が ら 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン 創 
出 の た め の 方 向 性 を 取り まとめ る 。 

これ ら は 、 次 期 総 合計 画 及 び 同 アク ショ ンプ ラン 、 新 し い イ ノ ベ ー シ ョ ン 創 出 に 係る 指針 ( 案 ) 
に 反映 させ て いく 。 
(2) 活動 計画 
平成 29 年 度 か ら 引 き 続 き 、 イ イノベーション 創出 の た め の 方 向 性 の 取り まとめ に 向け て 検討 を 
実施 。 
" 第 1 回 作業 部 会 (5 月 ) 
各種 デー タ や や 県 内 各 研 究 機関 の 取組 等 に つい て 評価 ・ 分 析 を 実施 。 
・ 第 2 回 作業 部 会 (10 月 頃 ) 
取り まとめ に 向け た 素案 に つい て 検討 。 
“第 3 回 作業 部 会 (12 月 頃 ) 
取り まとめ に 向け た 素案 の 修正 案 に つい て 検討 。 
・ 第 4 回 作業 部 会 (平成 31 年 3 月 頃 ) 
取り まとめ に 向け た 最終 案 に つい て 検討 。 

































































































































































岩手 県 に お ける 研究 開発 に 係る 状 : 


1 研究 開発 状況 
(1) 研 究 機関 の 状況 
① 大 学 及び 高専 に お ける 研究 者 数 ・ 学 生 数 
② 研 究 機関 等 に お ける 研究 者 数 

















(2 ) 企業 の 状況 

( 3) 大学 と 企業 の 共同 研究 及び 受託 研究 の 状況 
① 共 同 研究 
② 受 託 研究 





(4 ) 外部 資金 獲得 状況 
① 科 学研 究 費 助成 事業 (科研 費 ・ 日 本 学術 振興 会 
② 地 域 産 学 バリ ュー プロ グラ ム (国立 研究 開発 法人 科学 技術 振興 機構 ) ーー 
⑨ 戦 略 的 基盤 技 術 高 度 化 支援 事業 (サポ イン ・ 和 経済 産業 省 ) 

(5 ) 知 財 の 状況 









































① 特 許 出願 件 数 











② 実 用 新案 出願 件 数 














③ 意 匠 出願 件 数 























④ 商 標 出 願 件 数 





2 イノ ベー ショ ン 創 出 に 向け た これ まで の 主 な 取組 (H22~) [H30. 3. 13 現在 】 





(1) 人 材 育成 ・ 確 保 戦略 








(2 ) 研 究 開 発 基盤 強化 戦略 





(3 ) 資金 文 援 戦略 





(4 ) 産 学 官 連携 戦略 


1 研究 開発 状況 
(1) 研究 機関 の 状況 
① 大 学 及び 高専 に お ける 研究 者 数 ・ 学 生 数 
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1,221 9, 698 1, 122 



























































※ 岩 手 大 学 の 学部 の 研究 者 数 は 大 学院 の 研究 者 数 を 含む 

※ 有 岩手 大 学 の 農学 部 の 研究 者 数 は 三陸 水産 研究 セン ター の 研究 者 数 を 含む 
※ 一 関 高 専 の 5 年 課程 の 研究 者 数 は 専攻 科 の 研究 者 数 を 含む 

※ 岩 手 県 立 大 学 及 び 岩 手 医 科大 学 の 学生 数 は 、 学 部 と 大 学院 の 合計 


② 研 究 機関 等 に お ける 研究 者 数 









































北里 大 学 海洋 生命 科学 部 三陸 海洋 f 


































































































水産 総合 研究 セン ター 東北 







































































































































































































































































































































































※H29 年 2 月 末 現 在 。 各 機関 研究 者 総覧 、 ホ ー ム ペー ジ 掲 載 資料 等 を も と に 科学 ILC 
推進 室 調べ 
※ 周 手 大 学 三陸 水産 研究 セン ター の 研究 者 数 は 、 


















































(2 ) 企業 の 状況 
本 県 に お いて 研究 開発 を 行っ て いる 企業 (対象 : 従業 者 50 人 以上 か つ 資 本 金額 
は 出資 金額 3, 000 万 円 以上 の 会 社 ) は 、 平 成 25 年 で 27 社 で あっ た 。 







































































































































































































































































































































































〇 研究 開発 企業 数 

都 道 府 県 | 製造 業 | 非 製造 業 | すべ て の 産業 都 道 府 県 | 製造 業 | 非 製造 業 | すべ て の 
北海 道 79 39 118 滋賀 県 79 11 90 
青森 県 18 4 22 京都 府 161 44 205 
岩手 県 24 3 27 大 阪 府 815 253 1, 068 
宮城 県 46 17 63 兵庫 県 273 73 346 
秋田 県 21 3 24 奈良 県 36 3 39 
山形 県 56 5 61 和歌 山県 33 38 
福島 県 47 9 56 鳥取 県 24 4 28 
茨城 県 68 5 83 島根 県 15 3 18 
栃木 県 70 9 79 司 山 时 86 14 100 
群馬 県 74 1 85 広島 県 142 38 180 
埼玉 県 243 47 290 口 県 59 6 65 
千葉 県 105 34 139 徳島 県 20 3 23 
東京 都 1, 576 1, 019 2, 595 香川 県 49 13 62 

奈川 県 352 129 481 愛媛 県 39 12 51 
新潟 県 115 24 139 高知 県 17 4 21 
富山 県 99 9 108 福岡 県 131 53 184 
石川 県 68 20 88 庄 賀 県 31 3 34 
福井 県 55 15 70 長崎 県 18 7 25 
山梨 県 26 4 30 熊本 県 38 7 45 
長野 県 175 18 193 大 分 県 20 5 25 
노부부 127 17 144 宮崎 県 16 4 20 
静岡 県 189 25 214 鹿児島 県 24 6 30 
愛知 県 498 138 636 沖縄 県 5 6 11 
三重 県 65 11 76 合計 6, 327 2, 202 8, 529 


















































出所 : RESAS 





製造 業 に つい て みる と 、 本 県 の 研究 開発 に 取り 組む 企業 の 割合 は 21.2%6 で あっ た 。 
































































































































































































































































































































































































































〇 製造 業 の 研究 開発 企業 の 割合 

部 道府県 | 企業 数 (製造 業 ) | 研究 開発 企業 割合 都 道 府 県 | 企業 数 (製造 業 ) | 研究 開発 企業 割合 
北海 道 254 31. 1% 滋賀 県 162 48. 8% 
青森 県 84 21.4% 京都 府 266 60.5% 
岩手 県 113 21.2% 大 阪 府 1, 416 57.6% 
宮城 県 137 33. 6% 兵庫 県 555 49. 2% 
秋田 県 89 23. 6% 奈良 県 81 44. 4% 
山形 県 178 31. 5% 和歌 山県 71 46. 5% 
福島 県 170 27. 6% 鳥取 県 65 36. 9% 
茨城 県 208 32. 7% 島根 県 62 24.2% 
栃木 県 187 37. 4% 岡山 県 201 42.8% 
群馬 県 213 34.7% 広島 県 278 51.1% 
埼玉 県 520 46. 7% 口 県 118 50.0% 
千葉 県 240 43.8% 徳島 県 53 37.7% 
東京 都 2, 420 65.1% 香川 県 127 38. 6% 
神奈 川 県 647 54. 4% 愛媛 県 124 31. 5% 
新潟 県 281 40. 9% 高知 県 37 45. 9% 
富山 県 243 40. 7% 福岡 県 317 41. 3% 
石川 県 159 42. 8% 庄 賀 県 86 36. 0% 
福井 県 122 45. 1% 長崎 県 59 30. 5% 
山梨 県 77 33. 8% 熊本 県 112 33.9% 
長野 県 335 52. 2% 大 分 県 74 27.0% 
茅 阜 県 298 42. 6% 宮崎 県 62 25. 8% 
静岡 県 433 43.6% 鹿児島 県 77 31. 2% 
愛知 県 1, 048 47.5% 沖縄 県 35 14. 3% 
三重 県 159 40.9% 合計 13, 053 48. 5% 
出所 : 企業 活動 基本 調査 及び RESAS 




















(3) 大 学 等 と 企業 の 共同 研究 及び 受託 研究 の 状況 
① 共同 研究 
平成 27 年 度 に お ける 大 学 等 と の 全国 の 民間 企業 と の 共同 研究 に つい て 、 全国 の 
件 数 は 前 年 比 9.2% 増 の 20, 821 件 、 金 額 は 前 年 比 12.3% 増 の 467 億 円 で あっ た 。 


【 民 間 企業 と の 共同 研究 実施 件 数 及び 研究 費 受入 額 の 推移 】 


(件 ) 研究 費 受 入 額 一 一 案 施 件数 


( 億 円 ) 
25,000 





19,070 20.821 | 500 〇 民間 企業 と の 共同 研究 実施 件 数 
20,821 件 前 年 度 比 1, 751 件 増 
400 


〇 民間 企業 と の 共同 研究 費 受入 額 
300 約 467 億 円 前 年 度 比 約 51 億 円 増 (12.3% 増 ) 


16,925 17.881 


(9. 29 増 ) 





200 


100 





0 
22 年 度 23 年 度 24 年 度 25 年 度 26 年 度 27 年 度 





岩手 県 の 大 学 等 に つい て 見 る と 、 岩 手 大 学 177 件 (30 位 )、 岩 手 県 立 大 学 19 件 


(140 位 ) 、 岩 手 医 科大 学 17 件 (148 位 )、 一 関 工業 高等 専門 学校 9 件 (190 位 ) 
で あっ た 。 


な お 、 5 年 前 と の 比較 で は 、 県 内 全て の 大 学 で 増加 し て いる 。 








〇 県 内 各 大 学 の 共同 研究 実施 件 数 の 推移 



































22 年度 | 23 年 度 | 24 年 度 | 25 年 度 | 26 年 度 | 27 年 度 
岩手 大 学 132 135 161 181 186 177 
岩手 県 立 大 学 14 28 19 19 16 19 
岩手 医科 大 学 11 10 5 16 15 17 
一 関 工業 高等 専門 学校 4 3 4 5 7 9 





























出 所 : 大 学 等 に お ける 産学 連携 等 実施 状況 に つい て (文部 科学 省 ) 








同一 県 内 中 小 企業 と の 共同 研究 実施 数 を みる と 、 岩手 大 学 は 38 件 (16 位 ) で あっ た 。 


〇 同一 県 内 中 小 企業 と の 共同 研究 実施 件 数 









53,892 





14,277 









_ 1 
| 信州 大 学 | 62| 33640| 長野 県 
| 3 重大 学 。 | 59| 30792| 三重 県 
| 시 6 투 츠 쑤 。 | 58| 70139| 쁘 투투 
오라 

6 京都 大 学 193.421 | 京都 府 | | 
| | 東京 エ 業 大 学 。 | 53 142911| 東京 都 | | 
가 

9 大 阪 府 立 大 学 52.887 | 大 阪 府 | 公 


| 19 北 海道 大 学 | 44| 65219| 北海 道 | | 
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20.290 ; 大 分 県 











施 状況 に つい て (文部 科学 省 ) 
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出所 : 大 学 等 に お ける 産学 

















19.945 北海 道 





研究 費 受入 額 に つい て は 、 研 究 者 数 300 名 以上 ~500 名 未満 の 大 学 等 (44 機関 ) に お 


いて 、 岩 手 大 学 は 8 位 と な っ て いる 。 こ こ 
学 と な っ て いる 。 


〇 研究 者 数 300 名 以上 ~500 名 未満 
( 計 44 機 関 ) 


me | ma [rn 


| 大 学 | 567510 | 257| 
[oz 
[6 

sans 


前 年 度 
No. 


wm 
2 | 
ce 


秦 良 先端 科学 技術 大 学院 大 学 


| 129」 
| 
芸 学 
7 电气 通信 大 学 。 | 170596 | 152) 

152,378 | 169 | 
| 140759| 130 | 


出所 : 大 学 等 に お ける 産学 連携 等 実施 状況 に つい て (文部 科学 省 ) 








は 、 妊 手 大 学 よ り 上 位 の 大 学 は 全て 工業 大 


1 件 当たり の 研究 費 受 入 額 は 、 医 学 


全国 19 {60 3, 279 千 円 と な っ て いる 。 


民間 企業 と の 共同 研究 に 伴う 1 件 
当たり の 研究 費 受入 額 (単位 : 千 円 ) 


| 自治 攻 科 大 学 | 6974| 2a| 私 | - | 
| 2 学院 大 学 | 5618| 15 私 1 | 


| 3| 葉 工業 大 学 。 | 5237| 45| 私 』 - | 
| 4 京都 大 学 4666 | 964 | 3 | 


5, 模 泊 市 立 大 学 ， 4658| 49| 公 | 5 | 

| 5, 东京 攻 科 大 学 4579， 14| 私 | - | 

| 7| 下 マリ アン ナ 医 科大 学 | 4392| 19| 私 | - | 
| 4136| 38, 





| 8 東京 都市 大 学 私 [7 | 
| 9| 記 應 義夫 大 学 。 | 3984| 449 | 私 | 
10 大阪 大 学 。 | 3820| 896| _ | 


| 14 | 
0 | 
| 111$364 뿌 | 3751] 8011 | 8 | 
Ka 
23 | 





| 12 | 東京 大 学 ㅣ 369611371 

3] 衝立 攻 和 大 学 | see4| 54| 公 | 
nn | se59| 216 | 1 | 
srr | 399| 에르] 1 | 





出所 : 大 学 等 に 





系 の 大 学 が 上 位 に 名 を 連ね て お り 、 岩 手 医科 大 学 


YY nN 
라고 

| 17| 印 話 療 科学 大 学 | 3569| 14| 私 』 8 | 
| 18| 自 然 科 学研 究 機構 | 3534| 32| | 6 | 
|_19 岩手 医科 大 学 | 3279| 17| 私 』is | 
| 20| 策 波 大 学 。 | 3263| 320| | 

| 21| 名 古屋 大 学 。 | 397| 546 | 18 | 
| 22| 名 古屋 市 立 大 学 | 3013| 36| 公 | 
し 23 大阪 工業 大 学 。 | 2986| 28| 私 | 
| 2413 내 츠 뿌 | 2941| 659| | 
| 25| 東 京 エ 業 大 学 | 2821| 530| | 
| 26 山形 大 学 | 2810| 327| | 
| 27| 兵 庫 医科 大 学 。 | 2767| 17| 私 』 - | 
| 28| 北 海道 大 学 。 | 2748 504| | so | 
| 29| 札 幌 医科 大 学 。 | 2415| 22| 公 』 26 | 
[oman 24021 52| | - | 


※ 件 数 が 10 件 未満 の 機関 は 除く 。 
お ける 産学 連携 等 実施 状況 に つい て (文部 科学 省 ) 


~ 
| 29 | 
EM 





② 受託 研究 


民間 企業 か ら の 受託 研究 に つい て 、 全 国 の 件 数 は 前 年 比 2.8% 増 の 192 件 、 受 入 


額 は 1.0% 減 の 110 億 円 で あっ た 。 


【 民 間 企 業 か ら の 受託 研究 実施 件 数 及び 研究 費 受入 額 の 推移 】 


| ”一 研究 交 受 入 频 。 一 タ 一 実施 件 数 | 


(件 ) 








( 億 円 ) 
8.000 140 
7000 120 
6.000 Ss 
5000 
80 

4000 
60 

3.000 
2,000 ~» 
1.000 20 

0 

22 年 度 23 年 度 24 年 度 25 年 度 26 年度 27 年 度 


〇 民間 企業 か ら の 受託 研究 実施 件 数 
7,145 件 前 年 度 比 192 件 増 (2.8% 増 ) 


〇 民間 企業 か ら の 受託 研究 費 受入 額 
約 110 億 円 前 年 度 比 約 1 億 円 減 (1.0% 減 ) 


央 手 県 の 大 学 等 に つい て 見 る と 、 岩 手 大 学 5 件 Q94 位 ) 、 岩 手 県 立 大 学 3 件 (240 位 ) 、 


岩手 医科 大 学 43 件 (49 位 ) 、 





一 関 工業 高等 専門 学校 1 件 (325 位 ) で あっ た 。 全国 の 状 


況 を 見 る と 、 受 託 研究 が 多い の は 医学 系 の 大 学 と な っ て いる 。 


な お 、 


〇 県 内 各 大 学 の 受託 研究 実施 件 数 の 推移 


これ まで の 推移 を 見 て も 、 岩 手 医 科大 学 以 外 の 実績 は 少な い 。 















































22 年 度 | 23 年 度 | 24 年 度 | 25 年 度 | 26 年 度 | 27 年 度 

岩手 大 学 4 2 1 6 4 5 
岩手 県 立 大 学 2 1 1 2 1 3 
岩手 医科 大 学 13 7 17 41 42 43 
一 関 工業 高等 専門 学校 0 0 3 2 1 1 
※ 出 所 : 大 学 等 に お ける 産学 連携 等 実施 状況 に つい て (文部 科学 省 ) 








(4) 外部 資金 獲得 状況 
















































































































































































































































































































































































































































































① 科学 研究 費 助成 事業 (科研 費 ・ 日 本 学術 振興 会 ) 

本 県 に お ける 平成 29 年 度 の 科研 費 採択 件 数 は 、 岩手 大 学 178 件 、 MM 
156 件 、 岩手 県 立 大 学 51 件 、 一 関 工業 高等 専門 学校 10 件 、 岩手 生物 工学 研究 
ター10 件 な ど で あ っ た 。 

〇 本 県 の 科研 費 採 択 状 況 (平成 29 年 度 ) 】 

a eee le うち 新規 

採択 件 数 | 配分 額 ( 千 円 ) 応募 件 数 | 採択 件 数 
岩手 大 学 178 272,700 267 58 
岩手 医科 大 学 156 186,800 399 56 
岩手 県 立 大 学 51 53,900 95 20 
一 関 工業 高等 専門 学校 10 10,900 34 5 
岩手 生物 工学 研究 セン ター 10 27,500 15 4 
盛岡 大 学 6 6,000 10 2 
周 手 県 立 大 学 盛岡 短期 大 学部 3 1,500 6 1 
富士 大 学 2 1,800 5 1 
周 手 県 立 大 学 宮古 短期 大 学部 1 800 7 1 
〇 研 費 採択 上 位 20 機関 (平成 29 年 度 ) 】 

| うち 新規 

採択 件 数 | 配分 額 ( 千 円 ) TRUK | 採択 件 数 
東京 大 3,787 16,853,926 3,678 1,301 
京都 大 学 2,948 10,377,850 2,826 982 
大 阪 大 学 2,511 8,260,295 2,783 845 
東北 大 2,428 7,536,750 2,847 847 
九州 大 学 1,908 5,620,634 2,391 674 
名 古屋 大 学 1,773 5,674,900 1,849 586 
北海 道 大 学 1,649 4,757,400 1,973 563 
RE 1,248 3,170,445 1,433 409 
神戸 大 1,145 2,332,900 1,331 373 
広島 大 学 1,105 2,042,654 1,409 407 
慶應 義塾 大 学 1,040 2,705,200 992 345 
早稲 田 大 学 964 1,905,900 1,074 307 
東京 工業 大 学 900 3,534,125 1,078 330 
金沢 大 学 888 1,796,900 1,069 313 
千葉 大 学 871 1,788,800 931 302 
悦 山 大 学 869 1,827,150 1,124 302 
新潟 大 学 808 1,402,600 960 278 
国立 研究 開発 法人 理化 学研 究 所 748 2,981,100 1,028 275 
熊本 大 学 663 1,330,100 842 243 
長崎 大 学 654 1,103,900 814 213 


























② 地域 産学 バリ ュー プロ グラ ム (国立 研究 開発 法人 科学 技術 振興 機構 ) 
平成 29 年 度 に お ける 本 県 の 地域 産学 バリ ュー プロ グラ ム の 採択 件 数 は 5 件 で あ 


っ た 。 






































































































































































































































































































































〇 各 都 道府県 の 採択 件 数 
都 道 府 県 H27 H28 H29 都 道 府 県 H27 H28 H29 
北海 道 17 12 8 殴 賀 県 3 3 1 
青森 県 1 0 1 京都 府 12 7 10 
岩手 県 7 5 大 阪 府 54 41 19 
宮城 県 7 11 兵庫 県 15 15 5 
秋田 県 5 1 2 奈良 県 2 2 2 
山形 県 12 4 11 和歌 山県 2 3 1 
福島 県 3 1 2 鳥取 県 2 4 2 
茨城 県 7 7 3 島根 県 2 0 0 
栃木 県 1 2 1 出山 県 7 4 4 
群馬 県 1 2 3 広島 県 7 8 3 
埼玉 県 7 3 5 口 県 5 8 2 
千葉 県 1 5 2 徳島 県 8 4 5 
東京 都 19 17 26 香川 県 2 0 2 
神奈 川 県 10 6 愛媛 県 6 2 1 
新潟 県 5 4 4 高知 県 6 2 1 
富山 県 3 1 福岡 県 18 24 6 
石川 県 11 5 3 佐賀 県 2 1 2 
福井 県 5 2 長崎 県 4 8 2 
山梨 県 2 2 熊本 県 7 6 4 
長野 県 5 1 4 大 分 県 3 6 2 
노부부 8 0 2 宮崎 県 2 3 1 
静岡 県 5 2 鹿児島 県 18 3 3 
愛知 県 30 7 5 沖縄 県 5 1 1 
三重 県 3 2 3 合计 366 255 185 
※ 平成 29 年 度 の 件 数 は 熊本 復興 支援 を 含ま な い 。 








더 
와 
DD 
Oo 
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T 


E 度 は マッ チン グ プ ラ ン ナ ー プ ログ ラム 「 企 業 ニ ー ズ 解決 試験 」 の 件 数 。 
平成 27 年 度 は マッ チン グ プ ラ ン ナ ー プ ログ ラム 探 素 試験 の 件 数 。 
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③ 戦略 的 基盤 技術 高度 化 支 援 事業 (サポ イン ・ 経 済 産業 省 ) 
本 県 の サポ イン 採択 件 数 は 、 平 成 27 年 度 1 件 、 平成 28 年 度 3 件 、 平 成 29 年 度 
2 件 と 推移 し て いる 


























































































































































































































































































































































































































































































































〇 本 県 の 採択 事業 

採択 年 度 研究 開発 計画 名 事業 管理 機関 名 法 認定 中 小 企業 者 
汎用 電気 ドリ ル 向 け 小径 下 塵 ンク リー トド リ 

平成 27 年 度 | “、 いわ て 産業 振興 セン ター | ユニ カ 株 式 会 社 
ルビ ッ ト の 開発 
燃料 電池 用 電極 触媒 の 低 白 金 化 の 技術 開 

a | he 人 金 化 技术 天 | 、、 ら て 産業 振興 セン ター | 株 式 会 社 ジ ュー クス 
発 と 量産 技術 の 開発 
区 侵襲 に 子宮 内 膜 誕 の 悪性 化 を 評価 で きる 

平成 28 年 度 ana wa 人 | 人 いわ て 産業 振興 セン ター | セル スペ クト 株 式 会 社 
光学 経 腔 プロ ー ブ の 開発 
複雑 形状 を 持つ 回 転 体 鋳物 用 砂 型 の 製造 

平成 28 年 度 | ーー | 圭 手 県 工業 技術 セン ター | 株式 会 入 小西 铸造 
技術 の 確立 
ゃ ツジ る \ 中 谋 H fy, 7h 用 の 

nee ッ ト 粉 末 の 高 品位 ・ 高 効率 成形 技術 いわ て 産業 振興 セン ター | 久慈 現 理 株 式 会 社 
研究 開発 
画像 認識 を 用 いた 高 効率 な 自律 

지바 いわ て 産業 振興 セン ター | 和 同 产业 株式 会 社 
E 行 無人 草刈 り ロ ボッ ト の 研究 開発 






















































































































































































































































































































































































〇 各 都 道府県 の 採択 件 数 
都 道 府 県 H27 H28 H29 都 道 府 県 H27 H28 H29 
北海 道 2 5 2 滋賀 県 8 7 5 
森 県 2 0 0 京都 府 6 5 5 
岩手 県 1 3 2 大 阪 府 12 5 13 
宮城 県 8 5 3 兵庫 県 7 2 2 
秋田 県 1 1 0 奈良 県 1 1 1 
山形 県 1 2 4 和歌 山県 1 0 2 
福島 県 1 0 4 鳥取 県 3 0 2 
茨城 県 4 4 0 島根 県 0 0 0 
栃木 県 3 3 1 岡山 県 5 1 2 
群馬 県 4 3 0 広島 県 3 3 2 
埼玉 県 7 6 3 山口 県 0 1 1 
千葉 県 2 6 5 徳島 県 2 0 1 
東京 都 6 3 4 香川 県 2 2 0 
神奈 川 県 6 4 2 愛媛 県 1 0 0 
新潟 県 4 2 1 高知 県 0 0 0 
富山 県 2 2 1 福岡 県 9 11 5 
石川 県 2 2 1 소결 뿌 0 1 0 
福井 県 1 1 2 長崎 県 2 0 1 
山梨 県 0 0 1 熊本 県 2 4 2 
長野 県 5 2 3 大 分 県 1 0 3 
到 早 県 4 5 4 宮崎 県 0 0 0 
静岡 県 3 2 2 鹿児島 県 0 0 1 
愛知 県 5 8 15 沖縄 県 1 1 0 
三重 県 3 0 0 合計 143 113 108 
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(5) 知 財 の 状況 
① 特許 出願 件 数 
平成 28 年 に お ける 本 県 の 特許 出願 件 数 は 142 件 で 全国 42 位 で あっ た 。 











し 
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〇 特許 出願 件 数 

都 道 府 県 H26 H27 H28 都 道 府 県 H26 H27 H28 
北海 道 587 663 662 滋賀 県 1, 095 958 1, 037 
青森 県 119 136 145 京都 府 8, 571 8, 614 9, 227 
岩手 県 194 146 142 大 阪 府 34, 919 | 33,148 | 33,069 
宮城 県 831 805 732 兵庫 県 5, 721 5, 711 6, 065 
秋田 県 108 106 132 奈良 県 415 398 350 
山形 県 291 274 257 和歌 山県 246 256 185 
福島 県 273 252 282 鳥取 県 116 121 110 
茨城 県 2, 090 2, 011 2, 186 島根 県 216 190 262 
栃木 県 447 390 885 出山 県 1, 248 1, 174 1, 139 
群馬 県 952 1, 141 1, 379 広島 県 2, 422 2, 449 2, 614 
埼玉 県 3, 780 3, 545 3, 311 un 1, 319 1, 276 1, 375 
千葉 県 1, 521 1, 538 1, 534 徳島 県 534 511 518 
東京 都 135, 592 | 132, 521 | 130,455 香川 県 476 461 526 
神奈 川 県 16, 367 15, 152 14, 987 愛媛 県 1, 473 1, 356 1, 362 
新潟 県 959 936 1, 062 高知 県 151 146 114 
富山 県 703 659 651 福岡 県 2, 189 2, 097 2, 072 
石川 県 577 541 563 佐賀 県 146 196 170 
福井 県 540 564 513 長崎 県 00 126 110 
山梨 県 811 914 970 熊本 県 214 210 235 
長野 県 1, 930 1, 733 1, 859 大 分 県 52 165 210 
臣 阜 県 1, 083 985 836 宮崎 県 86 179 148 
静岡 県 3, 600 3, 710 3, 881 鹿児島 県 170 202 196 
愛知 県 28,657 | 28,277 | 29,802 沖縄 県 107 130 123 
三重 県 1, 750 1, 717 1, 708 その 他 11 49 93 
合計 265, 959 | 258,839 | 260,244 
出所 : 特許 行政 年 次 報告 
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(件 ) 
11.000 


10.000 
9.000 
8.000 
7.000 
6.000 
5.000 
4.000 
3.000 
2.000 
1.000 


大 学 等 に つい て みる と 、 全 国 の 特許 出願 件 数 は 、 国 内 ・ 外 国 合 わせ て 前 年 比 3.7% 減 


の 8, 817 件 で あっ た 。 
特許 権 の 実施 等 件 数 は 、 前 年 比 9.9% 増 の 11, 872 件 、 実 施 等 収入 額 に つい て は 34. 8% 





増 の 約 26. 8 億 円 で あっ た 。 


【 特 許 出願 件 数 の 推移 】 





9.303 
8.675 9,124 9,104 


9.157 ”8817 


2185 2617 2587 2698-2572 7390 











6.490 _ 6.507_ 6.517 _ 6,605 6.585 6.437 








22 年 度 23 年 度 24 年 度 25 年 度 26 年 度 27 年 度 











四 外 国 出 原件 数 
目 国 内 出 原件 数 


※ 赤 字 は 合計 性 数 








【 特 許 権 実施 等 件 数 及び 収入 額 の 推移 ] 
ーー- 実施 等 件 数 ( 百 万 円 ) 
7 3.000 


デー 実施 等 収入 額 








22 年 度 23 年度 24 年 度 25 年 度 26 年 度 27 年 度 





君 手 県 の 大 学 等 に つい て 見 る と 、 特 許 出願 件 数 は 岩手 大 学 30 件 (67 位 )、 岩 手 県 立 
大 学 18 件 (95 位 ) 、 兰 手 医科 大 学 10 件 (118 位 )、 一 関 高等 専門 学校 + 件 (219 位 ) で 


あっ た 。 














大 学 及び 一 関 工業 高等 専門 学校 0 件 (19514) で あっ た 。 








特許 権 実 施 等 件 数 は 岩手 大 学 52 件 (36 位 )、 岩 手 県 立 大 学 1 件 62 位 )、 岩 手 医科 



























































































































































〇 特許 出願 件 数 

22 年 度 | 23 年 度 | 24 年 度 | 25 年 度 | 26 年 度 | 27 年 度 
岩手 大 学 29 19 34 52 38 30 
岩手 県 立 大 学 4 5 7 8 6 18 
岩手 医科 大 学 12 8 6 9 10 
一 関 工業 高等 専門 学校 2 - 2 2 1 
〇 特許 権 実 施 等 件 数 

22 年 度 | 23 年 度 | 24 年 度 | 25 年度 | 26 年度 | 27 年 度 
岩手 大 学 39 44 49 46 47 52 
岩手 県 立 大 学 0 0 0 1 0 
岩手 医科 大 学 1 1 0 0 1 
一 関 工業 高等 専門 学校 0 0 一 0 0 0 
〇 特許 権 実 施 等 収入 【 単 位 : 千 円 】 

22 年 度 | 23 年度 | 24 年 度 | 25 年 度 | 26 年度 | 27 年度 
岩手 大 学 770 294 1,496 4,218 805 3,038 
岩手 県 立 大 学 0 0 0 0 0 0 
岩手 医科 大 学 315 300 0 0 0 225 
一 関 工業 高等 専門 学校 0 0 0 0 0 
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② 実用 新案 出願 件 数 
平成 28 年 に お ける 本 県 の 実用 新案 出願 件 数 は 8 件 で 全国 45 位 で あっ た 。 
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【 























〇 実用 新案 出願 件 数 

























































































































































































































































































































































































都 道 府 県 H26 H27 H28 都 道 府 県 H26 H27 H28 
北海 道 125 111 95 滋賀 県 37 41 29 
青森 県 21 15 8 京都 府 139 129 146 
岩手 県 18 19 8 大 阪 府 657 608 587 
宮城 県 49 69 52 兵庫 県 221 240 208 
秋田 県 27 35 27 奈良 県 48 44 55 
山形 県 28 24 14 和歌 山県 22 28 19 
福島 県 40 27 28 鳥取 県 9 17 13 
茨城 県 82 68 56 島根 県 12 8 13 
栃木 県 50 53 52 出山 県 69 48 42 
群馬 県 51 50 50 広島 県 96 113 80 
埼玉 県 271 249 285 I 口 県 38 39 37 
千葉 県 168 168 178 徳島 県 22 16 23 
東京 都 1, 363 1, 320 1, 245 香川 県 26 53 51 
神奈 川 県 346 360 324 愛媛 県 34 42 39 
新潟 県 77 105 114 高知 県 22 13 12 
曲山 県 40 55 55 福岡 県 159 139 139 
石川 県 39 33 37 庄 賀 県 10 12 16 
福井 県 64 56 41 長崎 県 45 44 38 
山梨 県 29 34 36 熊本 県 35 24 22 
長野 県 106 71 69 大 分 県 29 40 38 
到 早 県 68 56 91 宮崎 県 39 33 28 
静岡 県 160 124 131 鹿児島 県 41 29 24 
愛知 県 329 307 239 沖縄 県 21 18 7 
三重 県 47 24 27 その 他 0 2 0 

合計 5, 429 5, 213 4, 928 
































出所 : 特许 行政 年 次 报告 忆 


1 
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意匠 出願 件 数 
平成 28 年 に お ける 本 県 の 意匠 出願 件 数 は 23 件 で 全国 45 位 で あっ た 。 





























〇 意匠 出願 件 数 


































































































































































































































































































































































































都 道 府 県 H26 H27 H28 都 道 府 県 H26 H27 H28 
北海 道 177 203 172 滋賀 県 76 109 95 
青森 県 65 29 43 京都 府 549 536 581 
岩手 県 31 24 23 大 阪 府 4, 828 4, 807 4, 490 
宮城 県 162 137 109 兵庫 県 878 800 838 
秋田 県 16 15 16 奈良 県 253 217 235 
山形 県 53 42 65 和歌 山県 96 92 69 
福島 県 70 17 37 鳥取 県 19 41 29 
茨城 県 55 87 85 島根 県 26 32 28 
栃木 県 56 76 109 岡山 県 172 233 226 
群馬 県 139 112 114 広島 県 382 349 357 
埼玉 県 637 595 613 I 口 県 58 57 26 
千葉 県 246 288 214 徳島 県 75 67 68 
東京 都 9, 239 9, 137 9, 195 香川 県 134 171 164 
神奈 川 県 1, 672 1, 502 1, 47 愛媛 県 203 245 222 
新潟 県 396 389 314 高知 県 20 16 24 
曲山 県 284 284 309 福岡 県 383 433 431 
石川 県 11 155 104 庄 賀 県 61 62 62 
福井 県 238 225 264 長崎 県 13 17 12 
山梨 県 10 138 139 熊本 県 45 34 58 
長野 県 73 181 198 大 分 県 19 41 37 
모토 본 550 624 530 宮崎 県 45 26 48 
静岡 県 443 428 554 鹿児島 県 25 17 28 
愛知 県 1, 453 1, 575 1, 579 沖縄 県 21 49 52 
三重 県 05 93 103 その 他 6 2 3 

合計 24,868 | 24,804 | 24,543 
































出所 : 特許 行政 年 次 報告 書 


1 
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④ 商標 出願 件 数 
平成 28 年 に お ける 本 県 の 商標 出願 件 数 は 340 件 で 全国 40 位 で あっ た 。 








Ty 























〇 商標 出願 件 数 














































































































































































































































































































































































































都 道 府 県 H26 H27 H28 都 道 府 県 H26 H27 

1, 288 1, 585 1, 712 滋賀 県 440 560 
237 272 299 京都 府 2, 485 2, 729 
296 329 340 大 阪 府 18, 149 | 28,762 
703 709 777 兵庫 県 2, 970 3, 010 
200 249 241 奈良 県 550 601 
288 323 376 和歌 山県 405 386 
417 420 467 鳥取 県 161 196 
506 577 709 島根 県 173 187 
485 493 630 岡山 県 978 1, 045 
540 640 746 広島 県 1, 060 1, 102 
1, 966 2, 478 2, 321 口 県 394 322 
1, 516 1, 859 1, 944 徳島 県 262 241 
41, 697 | 44,985 | 49,659 香川 県 375 414 
4, 523 4, 980 4, 858 愛媛 県 663 604 
832 1, 010 909 高知 県 181 231 
富山 県 440 533 548 福岡 県 2, 622 2, 856 
石川 県 611 588 556 佐賀 県 292 364 
福井 県 420 519 515 長崎 県 245 301 
山梨 県 503 516 537 熊本 県 577 592 
長野 県 923 909 977 大 分 県 382 378 
두보 본 743 793 860 宮崎 県 308 338 
静岡 県 1, 411 1, 563 1, 821 鹿児島 県 484 523 
愛知 県 4, 276 4, 721 5, 202 沖縄 県 530 533 
三重 県 505 593 628 その 他 41 41 
合計 440 560 

出所 : 特許 行政 年 次 報 
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2 イノ ベー ショ ン 創 出 に 向け た これ まで の 主 な 取組 (H22~) [H30. 3. 13 現在 】 






















































































< で は これ まで 3 校 が スー パー サイ エン スハ イス 
その 他 、 人 材 の 確 


セン ター】]。 
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県 民 全体 の 理解 促進 


関係 機関 が 参画 し た 
紹介 する いわ て ま 


この ほか 、 
公開 の 開催 、 
ト へ の 出 






































出前 


取組 と 





E る ご と 科学 館 を 開催 
健康 フェ ス の 開催 
授業 の 実施 、 ニ ュ 
展 な ど が 行わ れ て いる 。 








女性 研究 者 の 増加 ・ 定 着 


ーー 





組 と し て 、 人 材 層 流 定 


し て 、 先 端 














| 














岩 ヨ 











岩手 
た め の 教 員 











大 学 で は 、 文 部 科学 4 
配 


置 等 























女性 
援 を 拡充 する 














が 国 の 事業 を 活 








取組 























の 女 1 


性 研究 





究 者 ネッ トワ ー ク が 組 % 


が 行わ れ て 




















が 行わ れ て いる 。 
学部 ・ カ リキ ュ ラ ム の 再編 


LT 








生 特 別 プ 
工学 総合 
り 組 ん で いる 。 
岩手 医大 で は 





























国内 で 初め て 「 医 








関 高 専 で 
創造 工学 科 ( 





岩手 大 学 で ! 


ログ ラム を 開設 


は 、 








は 、 


1 し 保育 





農学 肖 





究 セ ンタ ー」 の 設 


、 地 域 創 生 専 
に より 、 特 





の 支援 事業 を 活用 











= 


員 支 援 と いっ た 女 †# 性 
蔵 され 、 北 東北 
‘る 。 その ほか 、 
所 を 開設 し た 。 岩手 








[事務 局 

















ク 



































ル の 指定 を 受け て いる 。 























支援 事業 が 実施 され て 


























科学 に 触れ る と と も に 








完 

















、 県 内 も 


























局 : 岩 ヨ 
ZX] の ほか 、 
ー ス レタ ー の 発行 、 研 究 成果 の 発信 や 、 





FR, 
各 機関 で 公開 講座 や 









































lx 














I の 取組 
完 機 関 等 の 機関 ! 























岩手 大 学 と 岩手 








眼 行 は 国立 











に 水産 シス テム 学 コ ー ス 新設 、 


いる [産業 振 








機関 等 の 取組 








和 
様々 な イベ 








両 住ま い 手当 や 産休 ・ 育 休 取 得 支援 
が 行わ れ て いる 。 また 、 











戦略 これ まで の 主 な 取組 
① 科学 技術 の 理解 促進 と 次 代 を 担う 人 材 の 育成 
1 〇 次 代 を 担う 人 材 育成 
人 次 代 を 担う 人 材 の 育成 に 向け 、 そ れ ぞ れ の 機関 で は 小学 生か ら 大 学生 まで を 対象 に 様々 
材 な 取組 が 行わ れ て いる 。 
成 小学 生 を 対象 と し た イベ ント と し て 、 イ ー ハ トー ブ の 科学 と 技術 展 、 岩 手 大 学 ロ ボッ ト 
・ コン テス ト 、 盛 岡市 子ども 科学 館 で の 企画 [岩手 大 学 ]、 サ イエ ンス キッ ズ 、 プ ログ ラミ ン 
ㅣ Ro 関 高専 、 バ イ テ ク 実験 〔 生 工 研 ]、 児 童 の 見 学 受入 〔 工 業 技 術 セ ン 
戦 ー〕、 家族 ロボ ッ ト 教 室 〔 岩 手 県 、 県 立 大 学 、 一関 高専 ] な ど が 行わ れ て いる 。 こ の ほか 、 
略 eo 수조 TVA. 
中 学生 を 対象 と し た イベ ント と し て 、 プ ログ ラミ ング 教室 の 開催 [岩手 大 学 、 県 立 大 学 
産 振 セン ター]、 ロ ボッ ト 教 室 の 開催 [岩手 大 学 ]、 出 前 講義 〔 生 工 研 ]、 生 徒 の 見 学 受入 、 
職業 講話 へ の 講師 派遣 【 工 業 技術 シンター] な ど が 行わ れ て いる 。 ま た 、 公 開講 座 【 一 関 
高専 ]〕 も 行わ れ て いる 。 
高校 生 を 対象 と し た 取組 と し て は 、 高 大 連携 講座 、 ビ ジネス プラ ン 作 成 支援 事業 [岩手 
大 学 ]、 オ ー プ ン ラ ボ [県 立 大 学 ]、 出 前 講義 〔 生 工 研 】」 な ど が 行わ れ て いる 。 ま た 、 本 県 
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一 般 
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の 

















に 女性 研究 者 
大 学 と 民間 企 

















医大 で は 、 多 目的 保育 室 の 設 | 








と いっ た 取 





a 

















工学 部 を 理工 
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徴 あ る 1 


攻 (大 学院 ) 





を 設置 。 に 62 「 























平成 25 年 

















に 大 学院 薬学 





究 科 を 設 











学 」「 歯 学 」「 楽 学 」「 看 護 学 」 の 医 》 





機械 工学 科 、 
に こ 改組 。 
































究 の 推進 と 技術 者 ・f 





置 、 平 成 29 年 に 看護 学 


究 者 の 育成 に 








部 を 設置 し 、 

















療 系 四 学 





部 を 同一 キャ ン パ ス に 設置 。 


支 
業 
组 


部 に 再編 し 地域 食 
部 附属 ソフ ト パ 


ス 
取 



































電気 情報 工学 科 、 制 御 情報 工学 科 、 物 質 化 学 工学 科 を 未来 








② イノ ベー ショ ン 人 材 の 育成 
〇 起業 化 人 材 等 の 育成 
各 大 学 で は 、 学 4 





E 自 





ら が 問題 を 発 




















見 し 、 そ の 問題 解決 に 





取組 みな が ら 実 践 的 な 力 を 養 う 
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課題 解決 型 学習 が 積極 的 に 実施 され て いる 。 
それ ぞ れ の 大 学 の 取組 を 見 る と 、COC+ 事業 の 一 環 と し て いわ て キボウ スタ ー 開 拓 塾 の 実 
施 、 学 内 カン パニ ー 活 動 な ど に より 、 起 業 家人 材 の 育成 が 行わ れ て いる 。 県 立 大 学 で は 、 
ビジ ネス クリ エー ショ ン セ ミナ ー、 一 関 高専 で は 未来 創造 チャ レン ジ 制 度 に より 学生 に よ 
る プロ ジェ クト を 支援 し て いる 。 ま た 、 岩 手 医 大 で は 、 学 部 及び 大 学院 に て 橋渡し 研究 を 
実施 し 、 基 礎 研究 で 得 ら れ た 成果 を 了 臨床 に 使え る 新しい 医療 技術 ・ 医 薬品 と し て 確立 する 
循環 型 研究 開発 を 行っ て いる [岩手 医大 ]。 
〇 プロ ジェ クト マネ ー ジ ャ ーー 人 材 等 の 育成 
岩手 大 学 で は 、 水 産 海洋 イノ ベー ショ ン オ フィ ササ 育成 プロ グラ ム が 実施 され て いる 。 
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③ 高度 技術 人 材 の 育成 
〇 農林 水産 分 野 
岩手 大 学 で は 、 先 進 的 な 農業 経営 者 等 を 養成 する アグ リフ ロン ティ アス クー ル が 実施 さ 
れ て いる 。 ま た 、 生 物 工 学研 究 セ ンタ ー で は 、 岩 手 大 学 大 学院 か ら 連 携 大 学院 教員 と し て 
委嘱 を 受け 、 高 度 技術 人 材 の 育成 に 寄与 し て いる 。 そ の ほか 、 林 業 技術 セン ター で は 、 い 
わ て 林業 アカ デミ ー を 開講 し た 。 
O も の づく り ・ ソ フト ウェ ア 分 野 
岩手 大 学 で は 、 研 究 開発 か ら 生産 技術 、 経 営ま で を 一 貫 し て 理解 で きる 高度 技術 者 を 養 
成す る 21 世紀 型 も の づく り 人 材 岩 手 マ イス ター 育成 事業 を 実施 し て いる [岩手 大 学 ]。 ま 
た 、 岩手 大 学 と 県 立 大 学 で は 、 成 長 分 野 を 支え る 情報 技術 人 材 の 育成 拠点 事業 (enPIT) を 
実施 し て いる 。 
また 、 も の づく り 技 術 と ソフ トウ ェ ア 技 術 を 学ぶ 高度 技術 者 養成 講習 会 県 立 大学 ] や 
設計 ・ 材 料 講座 [一 関 高専 ] も 開催 され て いる 。 そ の 他 、 工 業 技術 シセ ンタ ー で は 三次 元 積 
層 人 造型 技術 研究 員 の 養成 に 努め て いる 。 
岩手 県 及び 北上 市 は 、 いわ て デジ タル エン ジニ ア 育 成 セ ンタ ー を 設置 し 、 デ ジタル エン 
ジニ ア の 育成 、3 次 元 デ ジタル 技術 支援 を 実施 し て いる 。 
各 機 関 で は 、 各 種 講習 会 の 実施 や 講師 派遣 、 技 術 習 得 支援 な ど を 実施 し て いる 。 
〇 医療 ・ 福 祉 分 野 
岩手 医大 で は 、 超 高 磁場 7 テス ラ MRI セミ ナー な ど を 開催 。 
〇 環境 ・ 防 災 分 野 
環境 問題 や 地域 防災 の 活動 を けん 引 す る 人 材 を 育成 する 「 エ コリ ー ダ ー」・「 防 災 リ ー ダ 
ー」 育成 プロ グラ ム 事 業 や [岩手 大 学 ] や 災害 対応 医療 人 育成 研修 [岩手 医大 】 が 実施 さ 
れ て いる 。 
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忌避 


① 知 的 財産 の 創造 ・ 保 護 ・ 活 用 支援 体制 の 強化 
O 知 財 の 創造 ・ 保 護 
岩手 県 発明 協会 、 工 業 技術 シン ター、 産 業 振興 セン ター は 共同 で 岩手 県 知 財 総 合 窓口 
運営 し 、 顧 客 の 知 財 相談 対応 や 申請 支援 等 の 知 的 財産 に 関連 する 幅広 い 支 援 活動 を 実施 

内 の 知 財 活 動 に 関す る 中 心 的 な 役割 を 担っ て いる 。 また 、 県 は 岩手 県 発明 協会 と 連携 
セミ ナー 等 を 開催 し て いる 。 

大 学 の 取組 と し て は 、 研 究 人 材 育 成 支援 経費 制度 や 研究 力 強 化 支援 経費 制度 な ど に より 、 
高い 水準 と 実績 を 有する プロ ジェ クト 型 研 究 等 の 支援 を 推進 し て いる [岩手 大 学 、 岩 手 医 
大 ]。 ま た 、 教 員 や 学生 、 産 学 官 関係 者 向け の 知 財 セ ミナ ー [県 立 大 学 ]、 発 明 相 談 会 の 開 
催 【 岩 手 医 大 ]、 知 的 財産 講習 会 へ の 参加 等 [一関 高専 ] に より 、 知 的 財産 の 創造 や 保護 に 
係る 活動 を 実施 し て いる 。 

O 知 財 の 活用 促進 

岩手 大 学 、 県 立 大 学 で は 、 国 の 産学 連携 アプ ドバイ ザー 派遣 事業 を 活用 し 、 大 学 の 知 財 を 
活用 し た 研究 プロ ジェ クト の 事業 化 に 取り 組ん で いる 。 ま た 、JST と 連携 し た 新 技術 説明 
会 等 の 開催 に より 、 研 究 成果 の 社会 還元 や 知 財 の 活用 に 向け た 情報 発信 を 行っ て いる 。 

岩手 大 学 で は 、 北 東北 3 大 学 及び 岩手 銀行 ・ 秋 田 銀行 ・ 青 森 銀 行 と ネッ トビ ックス プラ 
ス を 立ち 上 げ 、 各 大 学 が 保有 する 特許 の 開放 ・ 提 供 、 ラ イセ ンス の 仲介 な ど に よる 地域 の 
活性 化 に 取り 組ん で いる 。 そ の ほか 、 岩 手 大 学 、 県 立 大 学 、 岩 手 医 大 が 参加 する 北東 ・ 地 
域 大 学 コ ン ソ ー シ ア ム (NERUC) を 構築 し 、 知 財 の 広域 活用 や 技術 移転 ノウ ハウ の 共有 等 
図っ て いる 。 






















































































































































































































































































































































































































































































































































































② イノ ベー ショ ン パ ー ク の 形成 と 連携 
〇 拠点 の 整備 ・ 活 用 
岩手 県 と 県 立 大 学 と の 連携 の も と 滝沢 市 が 整備 し た 滝沢 市 IPU イノベーション パー ク 内 
に 、 滝 沢 市 が 平成 21 年 及び 平成 26 年 に 、 滝 沢 市 TIU イノ ベー ショ ン セ ンタ ー 及 び 第 2 イ 
ノ ベ ー シ ョ ン セ ンタ ー を それ ぞ れ 整備 し 、 岩手 県 立 大 学 が 平成 23 年 に いわ て も の づく り ・ 
ソフ トウ ェ ア 融 合 テ クノ ロジ ー セ ンタ ー (i-MOS) を 開設 する な ど 、TIT 開発 拠点 の 形成 が 
進む 。 
岩手 大 学 で は 、 盛 岡市 と の 連携 に より 整備 され た 「 盛 岡市 産学 官 連携 研究 セン ター」 に 
より 、 大 学 発 ベ ンチ ャ ー を 育成 し て いる 。 ま た 、「 次 世代 技術 実証 研究 ラボ (仮称 )」 の 整 
備 に より 、 参 画 企業 と 研究 開発 か ら 実 証 ま で を 行う 拠点 と する 予定 。 
盛岡 南 地 区 に お いて は 、 工 業 技術 セン ター、 先 端 科学 研究 セン ター を は じ め 、 い わ て 産 
業 振興 セン ター、 岩 手 県 発明 協会 、 盛 岡市 新 事業 創出 セン ター (WM-tec) な ど が 集積 し 、 和 者 
事業 創出 拠点 の 形成 が 進ん で いる 。 
〇 連携 活動 の 強化 
県 立 大 学 で は 、 産 学 公 連 携 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 等 が 中 心 と な っ て 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン セ ンタ 
ー 入 居 企 業 と の 共同 研究 の 推進 や 入居 企業 と 学生 と の 交流 促進 に 取り 組み 、 イ ノ ベ ー シ ョ 
ン パ ー ク の 形成 に 向け た 連携 強化 に 取り 組ん で いる 。 
盛岡 市 で は 「 盛 岡 ヘ ルス ケア 産業 協議 会 」 が 設立 され 、 盛 岡 に ライ フサ イエ ンス 産業 の 
拠点 形成 が 進ん で いる 。 ま た 、 妊 手 大 学 な ど が 参画 する 「 東 北 ラ イフ サイ エン ス ・ イ ンス 
トル メン ツ ・ ク ラス ター (TOLIC)」 に より 、 ユ ニー ク な ライ フサ イエ ンス 機器 の 創出 と 産 
業 集積 拠点 の 形成 を 目指 し て いる 。 
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③ 公設 試験 研究 機関 の 研究 開発 機能 の 強化 
〇 広域 連携 ・ 異 分 野 連携 の 推進 

工業 技術 シン ター は 、 東 北 各 県 の 公設 試 と の 共同 研究 、 産 業 総合 技術 研究 所 と の 連携 史 

化 、 高 エネ ルギー 加速 器 研 究 機 構 (KEK) と の 共同 研究 に より 広域 連携 を 推進 し て いる 。3 
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た 、 産 振 セ ンタ ー も KEK と の 共同 研究 に 参画 し て いる 。 
工業 技術 セン ター、 生 物 工学 研究 セン ター を 中 心 に 、 県 内 の 各 公設 試験 研究 機関 同士 の 
連携 を 推進 し て いる 。 
〇 技術 支援 対応 力 の 向上 
工業 技術 セン ター で は 、 も の づく り イ ノ ベ ー シ ョ ン セ ンタ ー を 整備 し て いる 。 その ほか 、 
地域 産業 技術 ロー ド マ ッ プ に よる 技術 ・ 研 究 開発 の マネ ジメント 強化 を 図る と と も に 、 研 
完 員 の 資格 ・ 学 位 取得 の 促進 や 、 新 た な 拠点 施設 の 整備 や 設備 ・ 機 器 の 導入 に より 技術 支 
援 対 応 能 力 の 向上 を 図っ て いる 。 



































































































































④ オー プン ・ リ ソー ス の 仕組 み の 構 築 
〇 保有 資源 の 活用 
岩手 大 学 で は 、STP 事業 を 活用 し 、 大 学 の シー ズ を 幅広 い 製品 に 応用 で きる 仕組 み づ く り 
を 実施 し て いる 。 
県 立 大 学 で は 、i-MOS 設備 の 企業 等 へ の 供用 や 機関 リポ ジ ト リ 等 に よる 研究 成果 等 の 発信 
を 行い 、 オ ー プ ン ・ リ ソー ス の 仕組 み 構 築 に 資す る 取組 を 実施 し て いる 。 そ の ほか 、 生 物 工 
学研 究 セ ンタ ー で は 、 保 有 設 備 を HP 上 で 紹介 し 、 設 備 の 共有 体制 を 整え て いる 。 
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CO 





REM 


① 県 の 研究 開発 資金 制度 の 活用 
O 研 究 開発 シー ズ の 発掘 と 育成 
岩手 県 で は 、 産 学 共同 研究 に よる 本 県 産業 の 高 付加 価値 化 や 新 産業 ・ 新 事業 の 創出 や 三 
陸 の 復興 等 を 目的 に 、 以 下 の 資 金 支援 制度 を 実施 し て いる 。 

・ い わ て 戦略 的 研究 開発 推進 事業 
・ 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン 創 出 研究 開発 支援 事業 
・ 県 立 大 学 雇用 創出 研究 事業 
・ 公 設 試 連携 可能 性 調査 
・ 公 設 試 等 連携 研究 
・ さ ん りく 基金 調査 研究 事業 




































































































































































② 競争 的 外部 研究 資金 の 活用 の 強化 
〇 情報 共有 
各 機 関 で 、HP や イン フォ メー ショ ン へ の 各種 情報 掲載 、 教 員 へ の メー ル 配 信 等 に より 応 
募 申請 を 促進 し て いる 。 
また 、 各 大 学 で は 、 科 研 費 や 外部 資金 獲得 の た め の 申 請書 作成 支援 や 学内 説明 会 等 、 組 
織 的 な バッ クア ッ プ が な され て いる [岩手 大 学 、 県 立 大 学 、 岩手 医大 ]j。 そ の ほか 、 連 携 企 
業 へ の 韓 旋 も 実施 し て いる [岩手 医大 ]。 





























































































































③ 金融 機関 や 産業 支援 機関 等 の 資金 の 活用 
〇 ファ ンド 等 の 活用 促進 
岩手 大 学 を は じ め と する 各 研 究 機関 と 岩手 銀行 、 北 日 本 銀行 、 日 本 政策 投資 銀行 は リエ 
ゾン -1 研究 開発 事業 化 育成 資金 制度 を 設け 、 大 学 等 研究 機関 の シー ズ と 企業 の ニー ズ と を 
マッ チン グ さ せ 新 事業 の 創出 を 支援 し て いる 。 
いわ て 希望 ファ ンド 地域 活性 化 支 援 事業 、 農 商工 連携 ファ ンド 地域 活性 化 支 援 事業 に 
り 、 新 規 ま た は 農 商工 連携 に CA et pe, 


































































































21 








小 








SEDUIANIH 





① 産学 官 コ ー デ ィ ネ ー ト 活動 の 推進 
〇 コー ディ ネー ター の 配置 
各 機 関 に お いて 、 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 等 を 配置 し 、 学 外 の 企業 ニー ズ と 学内 の シー ズ の マ 
ッ チ ング 、 県 内 外 に お ける 研究 活動 の 促進 を 図る な ど 、 産 学 官 が 連携 し た コー ディ ネー ト 
活動 を 推進 し て いる 
また 、 岩 手 大 学 で は 、 沿 岸 4 地域 に コー ディ ネー ター を 配置 し 、 治 岸 地域 の 復興 支援 活 
動 を 実施 し て いる 。 
〇 コー ディ ネー ト 人 材 の 育成 
岩手 大 学 で は 、 県 内 の 自治 体 職 員 を 共同 研究 員 と し て 受け 入れ 、 地 域 振 興 に つなが る 研 
究 の 推進 に 取り 組む 人 材 の 育成 に 取り 組ん で いる 。 
産業 振興 セン ター で は 、 コ ー デ ィ ネ ー ト 人 材 の 能力 向上 を 目的 と し た 研修 会 を 開催 し て 
いる 。 
〇 コー ディ ネー ト 活 動 の 推進 
産業 振興 セン ター で は 、 応 用 研究 開発 段階 か ら 国 の 大 型 資 金 に よる 実用 化 研究 段階 へ の 






















































































































































































































































































ステ ッ プ アッ プ を 促す た め 、 事 業 化 促進 プロ モー ター に よる 競争 的 外部 資金 獲得 の 文 援 を 
実施 。 
② 異 分 野 連 携 の 推進 
〇 交流 促進 





INS 研究 会 や MIU カフ ェ の 開催 に より 、 交 流 促進 や 情報 交換 が 図ら れ て いる 。 
〇 連携 拡大 

岩手 大 学 お よび 岩手 医科 大 学 で は 、 医 工 連 携 を 推進 し 、 工 学 分 野 と 連携 し た 事業 を 実施 

し た 。 岩手 大 学 、 一 関 工業 高等 専門 学校 で は 、 農 商工 連携 を 推進 し 、 積 極 的 に 異 分 野 の 研 
究 会 へ 参加 し た 。 

( 公 財 ) 岩手 県 南 技術 研究 セン ター と 一 関 高 専 は 、 地 場 産業 と の 共同 研究 等 に より 連携 
促進 し て いる 。 
生物 工学 研究 セン ター は 、 い わ て 農林 水産 物 機能 性 活用 研究 会 を 設立 し 、 情 報 共 有 や 連 
携 強 化 を 図っ て いる 。 ま た 、 ゲ ノム 解析 や ナマ ュ コ 研究 で の 研究 開発 プラ ッ ト フ ォ ー ム 、 イ 
サダ 研究 開発 ネッ トワ ー ク の 設立 な ど に より 異 分 野 連携 を 図り 、 プ ロジ ェクト 研究 の 推進 
を 図っ て いる 。 
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③ 県 内 外 の 産学 官 ネ ットワーク と の 連携 推進 
各 機 関 が か それ ぞ れ 県 内 外 の 産学 官 ネ ットワーク に 参画 し 、 

っ て いる 。 

【 県 内 ネッ トワ ー ク 】 
・ い わ て 未来 づく り 機 構 
・ い わ て ネッ トワ ー ク シス テム (INS) 
・ い わ て 産学 連携 推進 協議 会 (リエ ゾン -1) 
・ い わ て 医療 機器 事業 化 研究 会 
・ も の づく り 基 盤 技術 開発 コン ソー シア ム 
・ 東 北 ラ イフ サイ エン スイ ンス トル メン ツク ラス ター (TOLIC) 
・ い わ て 半導体 関連 産業 集積 促進 協議 会 (1-SEP) 
・ い わ て 自動 車 関連 産業 集積 促進 協議 会 

【 県 外 ネ ットワーク 】 
・ 岩 手 大 学 、 東 京 海洋 大 学 、 北 里 大 学 に よる 3 大 学 連 携 
・ 東 北 地域 医療 機器 産業 文 援 ボ ー ド 会 議 
・ 全 国 高等 専門 学校 機構 








准 の 強化 や 情報 の 共有 を 図 
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・ 産 業 技術 連携 推進 会 議 




















④ オー プン ・ イ ノ ベ ー シ ョ ンプ ラッ ト フ ォ ー ム の 構築 
〇 連携 ・ 交 流 の 橋渡し 
































県 で は 、 科 学 ・ イ ノ ベ ー シ ョ ンコ ー デ ィ ネ ー タ ー を 配置 や イノ ベー ショ ン 創 出 
学 官 連携 に 関す る 情報 交換 会 の 開催 に より 、 各 機関 へ の 連携 強化 に 向け た 取組 を 























いる 。 
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いわ て 未来 づく り 機 構 新しい 三陸 創造 作業 部 会 の 
実績 報告 ・ 活 動 計 画 (30. 5. 21) 


テー マ : 大 規模 イベ ント を 契機 と し た 三陸 地域 の 持続 的 な 振興 





座長 : 菅 原 健司 担当 機関 : 岩手 県 











報告 要旨 

2019 年 に 開催 する 三陸 復興 防災 プロ ジェ クト 2019 及 び ラ グ ビ ー ワ ー ル ドカ ッ プ 
2019"『 釜 石 開催 並び に 翌年 の 東京 2020 オ リン ピッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 競 技 大 会 は 
三陸 地域 の 多様 な 魅力 を 国内 外 に 発信 する と と も ( こ 、 東 日 本 大 震 災 津波 か ら の 復興 
に 取り 組む 地域 の 姿 や 、 支 援 に 対す る 感謝 の 気持 ち を 伝え 、 多 様 な 交流 を 活発 化 さ 
PD 

この こと か ら 、 平 成 30 年 度 か ら 「 新 し い 三 陸 創 造作 業 部 会 」 を 設置 し 、 こ れ ら 大 
規模 イベ ント の 成功 に 向け た 取組 等 を 推進 し 、 OE a 
振興 等 に つなげ る 。 









































1. 平成 29 年 度 の 作業 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ トブ プット) 








2. 平成 29 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 の 評価 (アウ トカ ム ) 


平成 29 年 度 事 業 計画 들르는 은우 成果 ・ 課 題 

















2 出す べき 成果 
平成 30 年 度 は 各 イ ベン ト の 成功 に 向け て 準備 状況 の 共有 を 図り な が ら 、 様 々 な 主 
体 の 参画 ・ 連 携 を 促進 する と と も に 、 開 催 機 運 の 醸成 及び 周知 活動 を 展開 する 。 
(2 ) 活動 計画 
〇 三陸 防災 復興 プロ ジェ クト 2019 の 成功 に 向け た 取組 
人 
〇 ラグ ビー ワー ルド カッ プ 2019" 釜 石 開催 の 成功 に 向け た 取組 
(ラグ ビー ワー ルド カッ プ 2019 釜 石 開催 実行 委員 会 の 取組 ) 
〇 東京 2020 オ リン ピッ ク ・ パ パラリンピック 競技 大 会 の 機運 醸成 等 の 取組 






































いわ て 未来 づく り 機 構 子育て 支援 作業 部 会 の 
実績 報告 ・ 活 動 計画 (30.5.21) 


テー マ : 母 と 子 だ け で は な く 家 族 全体 を 支え る 岩手 版 ネ ウ ボ ラ の 開発 
座長 : 庄司 知恵 子 担当 機関 : 岩手 県 立 大 学 











報告 要旨 
平成 30 年 度 新規 設置 部 会 で ある こと か ら 、 県 内 子育て 支援 ニー ズ ・ シ ー ズ に つい て 


の 状況 把握 に 努め る 。 特に 、 平 成 30 年 度 は 、 作 業 を 通し て 産学 官 連携 の 基礎 固め に 
努め 、 次 年 度 活動 に つなげ る 。 











1 . 平成 29 年 度 の 作業 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ ト プ ッ ト ) 
平成 0 年度 新規 設置 
部 会 の た め な し 











2. 平成 29 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 











平成 30 年 度 新 規 設置 部 会 の た め | 平成 30 年 度 新規 設置 部 会 の た め な し 
し 











3. 平成 30 年 度 の 活動 計画 
(1) 目標 ・ 出 すべ き 成 果 
岩手 県 内 に お ける 子育て 支援 の ニー ズ と シー ズ に つい て 状況 を 把握 する 。 そ の 
際 、 岩 手 県 立 大 学 男女 共同 参画 推進 セン ター の 協力 の 下 、 県 全体 に みか られ る 問題 
状況 の 把握 (活動 計画 の ③) 、 お よび 県 全体 で の 課題 の 共有 を 図る (活動 計画 ② 
十 Q と し て ④) 。 部 会 初 年 度 の 活動 と し て 、 産 ・ 学 ・ 官 連携 の 基礎 固め を 行い 、 
次 年 度 の 活動 に つなげ て いく 。 

















(2 ) 活動 計画 
① 子 育て 支援 ニー ズ の 把握 
岩手 県 立 大 学 男女 協 働 参画 推進 セン ター の ミー ティ ング の 場 に お いて 、 子 育 
て 支援 の 必要 性 に つい て 意見 交換 を 行う 。 上 記 意 見 交換 の 場 に 、 県 内 企業 の 育 
児 中 の 社員 や 育児 支援 を 積極 的 に 行っ て いる 企業 の 人 事 担 当 者 を 招く な ど し 
て 、 県 内 の 子育て 状況 に つい て 全体 的 な 把握 に 努め る 。 
② 県 全体 で の 課題 共有 
県 民 運 動 に つなが る よう 、 学 園 祭 に お いて シン ポジ ウム を 実施 する (10 月 ・ 
本 学 男女 共同 参画 推進 セン ター 主催 ) 。 シ ン ポ ジス ト と し て は 、 県 立 大 学 教職 
員 十 県 内 企業 に お いて 育児 休暇 を 取得 し た 社員 (2 一 3 社 ほ ど ) を 想定 。 商 工 会 
議 所 ・ 経 済 同友 会 ・ 岩 手 大 学 と の 連携 の も と 進め て 行く 予定 。 シ ン ポ ジウ ム の 
内 容 に つい て は 、① で の 意見 交換 を も と に 検討 を 行う 。 
③ 育 児 休暇 中 の 職場 と の 関係 に つい て 検討 
岩手 県 立 大 学 に お いて 育児 休暇 を 取得 中 の 教職 員 を 対象 と し 、 復 職 に 備え た 
研修 を 実施 する 。 育児 休暇 中 の 人 た ち が 、 職 場 と の つなが り に つい て 、 ど の よ 
うな ニー ズ を 持っ て いる の か を 把握 し 、 育 児 休暇 中 の すご し 方 と 職場 側 か ら の 
支援 に つい て 検討 を 行う 。 
④ 次 世代 育成 
次 世代 を 担う 学生 に 、「 子 育て 」 に つい て 考え る 場 を 授業 や シン ポジ ウム を 
通し て 提供 する 。 プ レ 子 育て 世代 の 人 た ち が 求 め る 子育て 支援 ニー ズ に つい て 
検討 し 、 県 内 就職 お よび 県 内 で の 子育て 環境 の 整備 に つなが る よう 、 県 内 企業 
と 情報 を 共有 する 。 


上 記 ① ひ ー④ の 活動 を 通し て 、 終 了 後 に アン ケー ト を 行い 、 具 体 的 な ニー ズ の 
把握 に 努め る つも り で ある 。 








いわ て 未来 づく り 機 構 会 員 向け アン ケー ト の 実施 に つい て 





























1 経緯 
〇 OA ma 22 歳 前後 の 就 職 期 に 顕著 で あ 
Se 、 出 身 地 を 問わ ず 県 外 の 高等 教育 機関 
































cra PP 

〇 OO PA 「 人 口 減少 下 に お け 

る 地域 の 活力 維持 」 を 県 民 運 動 テ ー マ の ひと つ に 掲げ 、 取 組む こと と し た 。 

〇 一 方 で 、 県 で は 、U り ・ 1 ター ン し た 者 と 地元 に 住み 続け た 者 と を 比較 し 

た 大 規模 調査 ・ 分 析 を これ まで 行っ た こと が な く 、 理 由 や 背景 が 不明 有 瞭 で 
ある 。 










































































2 目的 

県 外 の 高等 教育 機関 を 卒業 し た 人 材 を 県 内 企業 等 へ の 就職 に つなげ る た め 
り ・ 1 ター ン し た 理由 や や 背景 を 調査 ・ 分 析 し 、 今後 の 機構 の 会 員 や 関係 部 会 等 
の 取組 に 資す る も の と する 。 












































3 実施 方 針 
(1) 調査 対象 
機構 の 会 員 (構成 する 企業 ・ 団 体 等 を 含む ) に 勤め る 従業 員 等 
※ 一 度 県 外 の 企業 等 に 就職 し た 後 、 県 内 の 企業 等 に 転職 し た 者 を 含む 。 
※ 機構 の 会 員 の 下部 組織 に 勤務 する 従業 員 等 を 含む 。 

































































(2) 調査 項目 
別紙 の と お り 


(3) スケ ジュ ー ル 
・ アン ケー ト 実 施 (て 8 月 ) 

結果 取り まとめ ・ 分 析 (て 9 月) 

第 2 回 ラウ ンド テー ブル に て 報告 (11 月 ) 



































(4) アン ケー ト 方 法 
ホー ムペ ー ジ で の 回 答 (県 の 電子 申請 ・ 





























は 





出 シ ステ ム を 活用 ) 








4 実施 者 
ふる さと いわ て 創造 作業 部 会 


5 その 他 


本 アン ケー ト の 分 析 結 果 を も と に 、 以 降 の ラウ ンド テー ブル の 企画 や 新た 
な アン ケー ト の 実施 等 も 検討 する 。 














「 現 在 の 年 齢 (年 代 ) 
個人 の 属性 


現在 の 家族 構成 


県 内 に 進学 し た 理由 
[~ 岩手 っ 岩手 
具 内 へ の 進 = | 
内 の 大 学 等 進学 者 ) 
当時 の 決断 を 今 振り 返っ た 感想 


商人 
(対象 者 : 県 


県 外 に 進学 し た 理由 
ex, 岩手 っ 宮城 
宮城 岩手 
問 B 県 外 へ の 進学 宮城 う 東京 
(対象 者 : 県 外 の 大 学 等 進学 者 )! 
当時 の 決断 を 今 振り 返っ た 感想 


[その 理由 


県 内 へ の 就職 の 時 期 に つい て 


岩手 で 就職 し た 理由 


現在 の 企業 に 就職 し た 理由 


当時 の 決断 を 今 振 り 返 っ た 感想 


いずれ か に 〇 


i3 つ まで に 〇 


!3 つ まで に 〇 
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8 つま で に O 


3 つま で に 〇 


選択 肢 等 


!・ 学 び た い 分 野 ( 学 部 ) が 県 内 に あっ た か ら 
!・ 進 学 し た い 学 校 ( 大 学 等 ) が 県 内 だ っ た か ら 
・ 県 内 の 方 が 、 就 職 に 有利 だ と 思っ た か ら 
に 県 内 へ の 進学 を 家族 等 か ら 勧め られ た か ら 
に 家族 ( 実 家 ) の 近く で 学び た か っ た か ら 
・ 地 元 (岩手 ) が 好き だ か ら 
経済 的 な 負担 が 少な いか ら 
友人 ・ 知 人 が いた か ら 


県 内 で 進学 し て 良かっ た と 思う 
・ ど ちら で も な い 
県外 で 進学 すれ ば 良かっ た 


学び た い 分 野 ( 学 部 ) が 県 内 に な か っ た か ら 
進学 し た い 学校 (大 学 等 ) が 県 外 だ っ た か ら 

i・ 県 外 の 方 が 、 就職 に 有利 だ と 思っ た か ら 

ュー 度 は 県 外 に 出 た いと 思っ た か ら 

に 県 外 へ の 進学 を 家族 等 か ら 勧め られ た か ら 

県 外出 身 だ か ら NR 


県外 に 進学 し て 良かっ た と 思う 
|・ ど ちら で も な い 
・ 県 内 で 進学 すれ ば 良かっ た 


9 


2 
人 去 舟 
に 配偶 者 の 実家 の 近く で 働き た か っ た か ら 
親等 の 介護 が 必要 な た め 
希望 する 仕事 が あっ た か ら 

・ 子 育て の 環境 を 考え て 
生活 の 利便 を 考え て 
希望 に 合う 居住 物件 が あっ た た め 
・ 友 人 ・ 知 人 が いた た め 
都会 暮らし に 疲れ た た め 
に 仕事 以外 の 生活 も 充実 させ た いた め 
に 最終 学校 の 所 在 地 の た め 

・ 豊 か な 自然 環境 に ひか れ た た め 

・ 企 業 に よる U・I・J リ ター ン の 助成 が あっ た た め 
行政 に よる U・I・J タ ー ン の 助成 が あっ た た め 
i 自治 体 等 か ら の 熱心 な 勧め が あっ た た め 
勤務 先 の 都合 (企業 の 統合 な ど ) 
自分 の スキ ル や 経験 を 活か せる の が 県 内 だ と 思っ た か ら 
・ 地 元 (岩手 ) が 好き だ か ら 


・ 自 分 の 技能 ・ 能 力 ・ 専 門 性 が 活か せる 
i・ 自 分 が 成長 で きる 、 能力 を 伸ばす こと が で きる 
に 仕事 の 内 容 ・ 職 種 
企業 の 規模 ・ 知 名 度 
企業 が 今後 も 成長 する と 期待 で きる 

・ 企 業 の 雰囲気 が 良い 
通勤 に 便利 で ある 
賃金 の 条件 が よい 

* 労 働 時 間 ・ 休 日 ・ 休 暇 の 条件 が よい 
に 研修 制度 が 充実 し て いる 
企業 (雇用 ) が 安定 し て いる 
に 転勤 が な い ・ 転 勤 の 地域 が 限定 され て いる 
女性 が 働き 易い 

・ 福 利 厚生 が よい 
・ 家 庭 の 事情 (介護 ・ 結 婚 ・ 子 育て 等 ) 
自分 の 出身 地 
最終 学歴 の 学校 の 所 在 地 
!・ 家 族 か ら の 勧め 

・ 教 職員 か ら の 勧め 
先輩 が 働い て いる ・ 友 人 か ら の 勧め 
海外 に 関わ る 仕事 が で きる 

・ 岩 手 で 働く こと が で きる 


に 震 手 で 就職 し て 良かっ た と 思う 
・ ど ちら で も な い 
県 外 で 就職 すれ ば 良かっ た 





いわ て 未来 づく り 機 構 会 則 


(名 称 ) 

第 1 本 組織 は 、「 い わ て 未来 づく り 機 構 (以下 「 機 構 」 と いう 。) 」 と いう 。 

(目的 ) 

第 2 機構 は 、 周 手 県 内 で 活動 する 組織 が 智 韻 と 行動 力 を 結集 する た め の ネ ットワーク を 構築 
し 、 娠 手 県 の 地域 社会 の 総合 的 な 発展 に 向け て 県 民 力 を 挙げ オー ル 岩 手 で 取り 組み 、 具 体 的 
に 実践 し て いく こと を 目的 と する 。 

(構成 ) 

第 3 機構 は 、 第 2 の 設置 目的 に 才 同 し 、 事 務 局 に 入会 の 意思 を 表示 し た 岩手 県 内 で 活動 する 

組織 (以下 「 会 員 」 と いう 。) を も っ て 構成 する 。 

(活動 事項 ) 

第 4 機構 は 、 第 2 の 目的 を 達成 する た め に 次 の 活動 を 行 う 。 

(1) 岩手 県 の 地域 社会 の 総合 的 な 発展 に 資す る 方 策 の 検討 及び 実践 
(2) (1) に 係る 情報 発信 

(3) 会 員 相互 及び ラウ ンド テー ブル と 会 員 の 意見 交換 及び 情報 共 
(4) (1) ~(3) を 行う た め の ネ ットワーク づく り 

(5) その 他 、 機 構 の 目的 を 達成 する た め に 必要 な 事項 の 検討 及び 実践 

(ラウ ンド テー ブル ) 

第 5 機構 に ラウ ンド テー ブル を 置く 。 

2 ラウ ンド テー ブル メン バー の 変更 は 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー の 過半 数 の 承認 を 得 て 行 
De 

3 ラウ ンド テー ブル は 、 共 同 代 表 が 必要 と 認め た と き 開 催す る 。 

4 ラウ ンド テー ブル は 、 妊 手 県 の 地域 社会 の 総合 的 な 発展 の た め に 克服 すべ き 重 要 な 課題 に 
つい て 意見 を 交換 し 、 提 言 を 行う 。 

5 必要 に 応じ 、 学 議 経 験 者 等 に ラウ ンド テー ブル へ の 出席 を 求め る こと が で きる 。 

(共同 代表 ) 

第 6 機構 に 共同 代表 を 若干 名 置く 。 

司 代 表 は 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー の 中 か ら 五 選 す る 。 

司 代 表 は 、 そ れ ぞ れ が 機構 を 代表 し 、 機 構 の 業務 を 統括 する 。 

司 代 表 の 任期 は 、2 年 と する 。 た だ し 、 再 任 を 妨げ な い 。 
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会 
総会 の 議長 は 、 共 同 代 表 が 務め る 。 
総会 は 、 次 の 事項 を 議決 する 。 

(1) 事業 計画 の 決定 及び 変更 

(2) 事業 報告 の 承認 

(3) 会 則 の 制定 及び 改正 

(4) その 他 必 要 と 認め られ る 事項 























第 7 総会 は 、 共 同 代表 が 招集 する 。 
2 
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(企画 委員 会 ) 
第 8 機構 に 、 活 動 の 企画 ・ 調 整 を 担う 企画 委員 会 を 置く 。 

2 企画 委員 会 は 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー が 指名 する 者 を も っ て 構成 する 。 
3 

4 

5 























( 

企画 委員 会 に 委員 長 を 置く 。 

委員 長 は 、 企 画 委員 の 中 か ら 互 選 す る 。 

企画 委員 会 の 運営 に つい て は 、 別 に 定め る 。 

(作業 部 会 ) 

第 9 機構 に 、 特 定 の 課題 に 関す る 連携 ・ 協 働 の 方 針 の 策定 、 協 働 事業 の 企画 立案 及び 協 働 

業 の 実践 並び に 必要 な 調査 研究 等 を 行う た め 、 作 業 部 会 を 置く こと が で きる 。 

2 作業 部 会 の 設置 及び 廃止 は 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル で 決定 する 。 

3 作業 部 会 は 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー が 指名 する 者 を も っ て 構成 する 。 

4 作業 部 会 の 運営 に つい て は 、 別 に 定め る 。 

(会 費 ) 

第 10 機構 の 会 費 は 、 無 料 と する 。 た だ し 、 一 部 事業 の 実施 に 伴い 、 参 加 負 担 金 等 を 徴収 する 
ご と が で きる s 

事務 局 ) 

第 11 機構 の 事務 を 処理 する た め 、 事 務 局 を 置く 。 

2 事務 局 は 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー が 協力 し て 運営 する 。 

(その 他 ) 

第 12 この 会 則 に 定め る も の の ほか 、 機 構 の 運営 に 関し 、 必 要 な 事項 は 、 共 同 代 表 が 別に 定め 
る 。 
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則 この 会 則 は 、 平 成 20 年 4 月 24 日 か ら 施 行 す る 。 
則 この 会 則 は 、 平 成 22 年 5 月 25 日 か ら 施 行 す る 。 
則 この 会 則 は 、 平 成 23 年 7 月 19 日 か ら 施行 する 。 














